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隙間から見る子供たちの未来




　仔犬というのは可愛いものだ。

　仔犬に限らず、哺乳類の子供というのは可愛い。

　仔猫は言うまでもなく、仔牛や仔豚、仔羊なんかももちろん可愛い。

　世の女どもは仔犬を見れば「かーわーいーいー」という歓声を上げて近寄っていき、ふわふわの毛玉のような頭を撫でる。

　それが普通の感性というものだ。

　例外もあるが、普通はそうなのだ。

　子供というものは、保護欲を刺激するものなのだ。

　そして、子供を可愛がることは、大人にとってもメリットのあることなのだ。




　例えば、ここに一匹の仔犬がいたとする。

　雨の中、ダンボール箱の中に入れられ、ブルブルと震える仔犬がいる。

　通り掛かるのは、一人のＯＬだ。

　彼女は仕事に疲れており、癒やしを求めていた。

　幸いにして、彼女の住むアパートはペットオーケーだ。

　彼女はなんとなしに仔犬を拾い上げ、自宅に連れて帰ることにする。

　震える仔犬を風呂に入れ、温かいシャワーで体を温めてやる。

　柔らかなタオルで仔犬を丹念に拭いてやり、ドライヤーで乾かす。

　そして、温めたミルクを仔犬に飲ませてやる。

　仔犬はミルクを飲み終えると、ホッとした様子で眠りについてしまう。

　彼女はそんな仔犬を見て、大きな満足感と、心への温かいものを覚えるのだ。




　そう、仔犬は何もしていない、その愛らしさを振りまいただけでＯＬの心を癒やしたのだ。

　子供は何もしなくていい。

　そこにいるだけでいいのだ。

　それだけでウィンウィンの関係なのだ。




　もちろん、大人にはデメリットもある。

　子供は知識や経験に乏しい。

　失敗をしてしまい、大人がその尻拭いをすることもある。

　大人は子供を叱り、なぜいけないのかを教えなければならない。

　なにせ、知識も経験もないのだから。




　もっとも、大人に子供の気持ちはわからない。

　子供が悪いこととわかって、何かをやったとしても、それは大人にはわからない。

　わからないから許されてしまう。

　愛らしい子供の外見をした人物がとんでもないゲスであっても、オチャメで許される。

　許されてしまうのだ。




　ああ、それにしても水浴びをするロキシーはいいな。

　中学生ぐらいの幼く白い肢体には、濡れた水色の髪が実に映える。

　後ろを向いているため大事な部分は見えないが、逆に見えないからこそ、いい。

　見ろ。濡れた髪の張り付いた背中と、小さくて子供っぽい臀部を。

　大事な部分が見えないからこそ、ああした地味な部分が輝くのだ。

　ううむ、それにしても絶妙なバランスだ。俺を魅了してやまない曲線が描かれている。このプロポーションは、彼女ぐらいの年齢の時にしか見られまい。

　まさに神秘。

　神の所業だ。




　──さて、彼女はどこから体を洗うのだろうか。ほう、脇の下か。なるほどね。むふふ、次はどこかな。

　おっ、肘を洗うのか。

　そうだね、関節はどうしても汚れが残りやすいからね。

　あっ、肘を上げて体を捻ったおかげで、もう少しで見えそ────。




「んっ？　誰かそこにいるんですか？」




　やべっ。




　……さて、子供が許される存在だとしても。

　子供は怒られたくないと思うだろう。

　子供に限らず、誰だって怒られたいとは思わないはずだ。

　大人だって、老人だって、怒られたいとは、責められたいとは思わない。

　怒られそうな気配を感じれば、なんのかんのと理由を付けて、その場から逃げようとするだろう。

　それが普通の感性というものだ。

　例外もあるが、普通はそうである。

　人間というものは悪いことだと知りつつ悪いことをしても、怒られたくはないものなのだ。




　俺はそんなことを考えつつ、水浴びをしているロキシーの部屋のドアの前から逃げ出すのであった。










灰色鼠小僧




　ヘヘッ、お控えなすって。

　あっしの名前はルーデウス・グレイラット。

　田舎村を根城にする、チンケな盗人ぬすっとでごぜえやす。




　チンケといってもこの道五年。

　そこそこ名も売れてきやして、巷では『ブエナ村の鼠小僧』なんて自分のことを呼んでおりやす。

　グレイラットに鼠小僧たぁ、こりゃうまいこと言ったもんだとペシリと頭を叩いてみりゃあ、お天道様も笑って許しちまうってなもんでしてな。

　お天道様が腹抱えて笑い転げて見て見ぬ振りしてくだすってる間に、ちょいとお仕事の方に精を出させてもらうって寸法でさぁ。




　さて。

　今回は大仕事。

　大物狙いで一攫千金たぁ、まさにこのこと。

　あっしもここまでの大仕事はやったことねえってんで、手も足も震えっちまう。

　っても、そこはそれ。

　震える手足をこの道五年の熟練のめんたりずむで押さえ込むなんざへのかっぱ。

　言うこと聞くようになった手足は抜き足差し足忍び足、なんでもござれってなもんよ。

　そんじゃ手足の震えも収まったところで、お仕事に取り掛からせていただきやしょうか。




　仕事場はグレイラット屋敷。

　ここに住むお二人は端整な顔立ちをした旦那と、美しい奥方でやんす。

　二人はそりゃあもう仲睦まじくってな。

　毎晩のように一人息子に弟か妹を作ってやろうと、励んでいらっしゃる。

　まあ、あっしはそいつを咎める気はありゃあせん。

　そのおかげで、あっしもブツを手に入れられるって話でやんすから。




　はてさて。

　盗人と言っても、あっしには次じ郎ろ吉きち親分のような大泥棒と違い、真正面から挑むような腕はありゃあせん。

　前からいきゃあ、あっちゅう間にお縄を頂戴しちまいやす。

　しかしながら、腕はなくとも頭を使いや物は盗れるってなもんでしてな。

　まず最初の一手として、




　っと、女中が向こうから籠一杯の洗濯物を持って歩いて参りやした。

　女中の朝の仕事っていやあ、炊事洗濯と相場は決まってやすからね。

　今日もお天道様はカンカン照りのいい天気。洗濯物もよく乾くでやんしょ。




　あっしは女中が洗濯場にいくのを見届けてから、炊事場へと足を踏み入れやした。

　炊事場にも、居間にも、だぁれも居やしません。

　今日はご夫妻は共にお出かけ。

　屋敷の一人息子を教えてる先生も用事があるってんで朝から出かけていやして、この屋敷にいるのは女中とあっしだけ。

　つまり、この女中さえ抑えちまいや、こっちのモンってことになりやす。




　ヘヘッ、この女中ってのが、無表情ながらなかなかにいい女でしてね。

　無愛想で色気の欠片もねえって面ぁして、旦那の傍にいると女の顔を見せやがる。

　そん時の顔がまた色っぺぇのなんのって。

　こりゃ旦那がお手つきにして、奥方が鬼みてえになっちまうんでねえかって、あっしも毎日鼠のように震えてるんでやんす。鼠小僧なだけに。なあんてな。

　でもな、この女中ってぇのがまた厄介な女でしてね。

　あっしが妙な動きをしてお宝に手ぇ伸ばそうってんなら、たちまち平手であっしの手の甲をピシリ、とこうくるんでさ。




　とはいえ、ここがあっしの頭の見せどころってぇわけで。




　あっしは手に杯を持ってまっすぐに水瓶の方へと歩いていきやした。

　まるで、今から水瓶の中の水を汲んで飲もうなんて態度で。

　その水瓶ってのが、またあっしの背丈ぐらいはあるもんでやんして。

　そんなもんから無理に水を汲もうとするなんてなぁ、さぁ大変。

　なぁんて思いながら、水瓶の縁に手を掛けて、思いっきり引き倒したんでさ。




　でっけぇ音を立てて、水瓶が転がりやした。

　その音を聞いて、慌てて洗濯場にいた女中が飛び込んできやした。

　女中の目には酷い有様に映ったでしょうねぇ。

　水瓶の中身をぶちまけて水浸しになった炊事場に、びしょ濡れになったあっし。

　細工は流流仕上げを御ご覧ろうじろ。




「あの、すいません、リーリャさん。水を飲もうと思ったんですけど、その、倒してしまって……」

　だってぇのに、女中はため息の一つもつきやせんでした。

　鉄の女ってやつなんですかねえ。

「ルーデウス様。お怪我はありませんか？」

「あ、はい」

「でしたら、洗濯場の方で服をお脱ぎになって、籠に入れておいてください。いつもの場所に布がありますので、それで体をよく拭いて、お着替えをなさってください。ご自分でできますか？」

「はい。あの、リーリャさんは？」

「私は先にここを片付けさせていただきます」

「はい、あの、すいませんでした。仕事を増やしてしまって」

「構いません」

「あとで手伝いますから」




　なぁんて、しおらしい態度を取りながら、あっしは羽のように軽い足を動かして洗濯場に向かいやした。

　そして、だぁれもいない洗濯場で、こっそりとお宝を手にしたんでさ。




　あっしが手にした時、お宝にはまだ湿り気が残っていやした。

　洗濯前だってのに湿ったお宝を見た時のあっしの興奮といやあ。

　そいつを自分とこのヤサに持っていって、顔に押し付けて息を大きく吸い込んだ時の素晴らしさといやあ……。

　言葉では言いあらわせないたぁ、まさにこのことでやんしたね。







　こうして私、ルーデウス・グレイラットは、ほんの出来心からの行動で偶然にもロキシーのパンツを手に入れてしまったのである。










裏切り者の名を受けない




　裏切りとは信頼ありきのことである。

　信頼とは理解のことである。

　心からの理解なくして得られないものだ。

　しかし時として、他者の理解は困難を極める。




　例えば、ここに高い山があるとしよう。

　切り立った崖。大きくバンクする岩棚。

　到底人間には登ることができないような、大きな山があるとしよう。




　山登りに興味のない人間は、この山を登る人を見た時にどう思うだろうか。

　山登りに失敗して死亡する人を見て、どう思うだろうか。

　愚かだと笑うだろうか。

　自業自得だと嘲るだろうか。

　なぜわざわざ危険を冒すのかと首をかしげるだろうか。

　大抵は理解できまい。

　一般人にとって、山とは遠くから眺めるものだ。

　遠くから眺め、その雄大さに胸を打たれるものだ。

　自力で登ることで得られる『何か』があるなど、わかるまい。

　言葉でわかっても、心では理解できまい。




　ところで今、俺の目の前でパウロがリーリャの尻を撫でている。

　人はかくもだらしない顔ができるのかと思えるほどに鼻の下を伸ばしつつ。

　今日の晩飯は何だと言いつつ。

　ゼニスにバレないようにこっそりと。

　リーリャは顔を赤くしつつ伏し目がちに、しかし情熱的にパウロを見ている。

　まんざらでもないとはこのことだ。




　これを、先ほどの例に置き換えて考えてみよう。




　料理をするメイド。大きく湾曲する尻。

　大抵の男が触りたいと思うような、素晴らしいメイド尻があるとしよう。




　妻を持つ男は、この尻を見た時にどう思うだろうか。

　この尻を触り、その様子を妻に見られて修羅場になる人を見て、どう思うだろうか。

　愚かだと笑うだろうか。

　自業自得だと嘲るだろうか。

　なぜ自分の妻の尻を触らないのだと首をかしげるだろうか。

　大抵は理解できまい。

　一般人にとって尻とは、遠くから眺めるものだ。

　遠くから眺め、そのまろやかさに胸を打たれるものだ。




　しかし、俺はそれを触らんとする者の気持ちがわかるつもりだ。

　妻を持ちながらも、他の女の尻に触りたいという気持ちが。

　その熱意を、情熱を、理解しているつもりだ。




　今、パウロは今、確実に『何か』を得ているのだろう。

　ゼニスは嫉妬深い。

　隠れて乳繰り合ったりなどしたら、それはもうカンカンだ。

　今、こうして尻を触っているのも、相当なスリルがあるはずだ。

　で、あるがゆえに、得られる快感は通常よりも大きいだろう。




　俺はそれを、理解できる人間だ。




「母さまー。父さまがまたリーリャの尻を触っています」

「!?　あなたっ！」

「なっ！　ルディ!?　裏切ったな！」




　だが、所詮は言葉での理解だ。

　尻を触れぬ俺に、心からの理解はない。

　心からの理解でないのなら、それは信頼ではない。

　信頼ではないのだから、決して裏切りではない。

　つまり俺は裏切り者ではないのだ。




　ゼニスにしばき倒されるパウロを見ながら、俺はそう思うのだった。










人生のオアシス




　人生は砂漠だ。




　人はカラカラに乾きつつ、どこへ行き着くかもわからぬ旅をする。

　太陽に焼かれ、干からびながら歩いていく。

　あるいはそのまま死んでしまう者もいるだろう。

　だが、砂漠にはオアシスが存在する。

　オアシスには幸せがある。

　そう、人は幸せを求めて生きている。




　今、俺はオアシスにいる。

　そのオアシスは、とても柔らかい。

　触るとふにょんと形を変えて、暖かな熱を伝えてくる。

　甘ったるい匂いを発し、人を幸せにさせる。

　二つの山に、二つの頂点、一つの谷からなるパライソだ。




　俺はもうここから離れない。

　ここで暮らそう。

　そう思った時、天から声がした。




「もう、ルディったら……」




　天なる者の声は明るく、少し困っていた。

　天は俺にオアシスを与えたもうた。

　ビューティフルな天だ。

　俺はこの身から出る全ての賛辞を天に捧げようとした。

　その時だ！




「あっ、リーリャ、ちょっとこの子をお願い」




　なんと！　天は俺をオアシスから引き離そうというのだ。

　俺に試練を与えようとしているのだ。

　暖かく、柔らかなオアシスから引き離し、カラカラに乾ききった砂漠へと戻そうとしているのだ。




　そうはいくか。

　俺はしゃにむにオアシスにむしゃぶりついた。

　オアシスこそが俺の生きがいなのだ。

　ああ、だというのに、なんということだ。

　俺のか弱き腕では、オアシスにすがりつくことすらできず、引き離されてしまったのだ。




　目の前には無限に広がる青春砂漠。

　満たされていた俺の心はあっという間に乾いていき、心がひび割れる。

　天はかくもつらい試練を俺に与えるのか。

　もうだめだ。

　おしまいだ。

　俺は干からびて死んでしまうのだ。

　そう思った瞬間、光がさした。




「わかりました奥様」




　なんと！　目の前に再びオアシスが現れたのだ。

　天は俺を見放してはいなかったのだ。

　先ほどの天とは違う天だが、しかしオアシスは同じぐらいの大きさだ。

　暖かく、柔らかく、豊かだ。

　ああ、今度こそ、ここに永住しよう。




「その、奥様、ルーデウス様はなんというか」

「なぁにリーリャ」

「いえ、なんでもありません」

「おかしなリーリャ。っと、もう大丈夫よ」

「はい奥様」




　また試練がやってきた。

　暴風が吹き荒れた。

　風は俺に抵抗を許さず、いとも簡単にオアシスから弾き飛ばした。

　砂漠に舞い戻ってしまった。

　乾いた砂漠は容赦なく俺を痛めつけ、空虚にさせた。

　俺はもうダメだ。今度こそダメだ。ダメったらダメだ。




「はいルディ。お母さんですよー」




　諦めかけた瞬間！

　またオアシスが見えたのだ！

　なんと暴風で吹き飛ばされた先に、前のオアシスがあったのだ。

　天はやはり俺を見捨ててはいなかった！




「もう、なんでこの子はこう……」




　オアシスは暖かくも柔らかく、また俺を包んでくれた。

　ああ、でもまたきっと、引き離されてしまうだろう。

　天は厳しく、世界は砂漠だ。

　だから今のうちに、できる限りオアシスの恵みを享受しなければならないのだ。




「ねぇ、リーリャ」

「なんでしょう奥様」

「前から思っていたのだけど、子供って、こんなに胸を揉むものなのかしら？」

「……いえ、このような揉み方はしないかと」

「そうよねぇ、あの人に似たのかしら」




　なんて一人芝居をしながら、俺はゼニスやリーリャの巨乳を揉むのであった。










エリスのイタズラ




　ある休日。

　ポカポカと日差しの注ぐ、よく晴れた日の午後。

　エリスは自主鍛錬を終えた後、どう過ごそうかと屋敷内をうろついていた。

　午後からでもギレーヌを連れて町にでも出てみようか。

　それとも、お祖父様のところに行って甘えようか。

　お父様やお母様は忙しそうだけど、たまには遊んでもらうのもいいだろうか。

　そんなエリスの視界に、ある人物が映った。

　その人物は、庭にあるベンチで横になっていた。

　胸元に本が置いてあるところを見ると、外で本を読んでいたらしい。

「ルーデウスったら、お行儀が悪いわね」

　エリスはそう言いつつ、足音を忍ばせてルーデウスへと近づいた。

　ルーデウスは目を閉じて、スースーと静かな寝息を立てていた。

「……」

　エリスはなんだかそわそわと落ち着かない様子で、ルーデウスの寝顔を覗き込んだ。

　彼がこうして居眠りをするのは珍しいことである。

　普段のルーデウスはあまり隙を見せない。

　家族のいない場所で気を張っているのだとフィリップは言っていたが……。

「…………んふふ」

　そんなルーデウスの寝顔を見ているうちに、エリスのなかでフツフツとイタズラ心が沸き上がってきた。

　ルーデウスはよくエリスの昼寝の邪魔をしてくる。

　起こす方法も様々で、体を揺すったり、胸や脇をくすぐられたり、時にはスカートを捲ってパンツをズリ降ろされそうに……なんてこともやられたものだ。

（仕返ししてやるわ！）

　エリスは、ニヤリと笑って、ルーデウスへと近づいた。

　ルーデウスはスヤスヤと気持ちよさそうに寝ている。

　そのあどけない寝顔にちょっとドキドキしつつも、エリスは容赦しなかった。

　あっさりとルーデウスのベルトに手を掛け、音を立てないようにゆっくりと外す。

　ベルトを抜いて、前を留めているホックも外してしまう。

　すると、ズボンの裾から、ルーデウスの味気ないパンツが覗いた。

「……ごくっ」

　エリスはそれを見て、なぜか生唾を飲み込んだ。

　とてもいけないことをしている気分になってきたのだ。

　これはただのイタズラ、仕返しであるはずなのに。

　しかし、エリスは止まらない。

（ル、ルーデウスが悪いんだから）

　ドキドキと早鐘を打つ胸の高鳴りに突き動かされるように、エリスはルーデウスのズボンに手を掛けた。

　慎重に、起こさないように細心の注意を払いながら下ろしていく。

　その下にあるのは、ルーデウスの下半身。白い下着に包まれた、そこそこに筋肉のついた太ももと、腰回り。

　エリスの視線は、下着の中心。ちょこっと盛り上がっている部分に集約された。

　エリスには、存在しない部分である。

「ゴク……」

　エリスはゆっくりと、ゆぅっくりと、パンツに手を掛けた。

　それをさらなる慎重さでもって下ろそうとした時。

　ふと、顔を上げた。

　バッチリと目があった。

　上半身を起こしかけたルーデウスとエリスの目が。

「あれ、えっ、なに──ブッ！」

　ルーデウスの言葉は最後まで出なかった。

　咄嗟に出たエリスの拳が的確に顎先を捉え、その意識を刈り取ったのだ。

　ルーデウスはグリンと目玉を裏返し、ガクリと元の姿勢に戻った。

「……危なかったわね」

　エリスはいつしか額に浮いていた冷や汗を拭い、そっとパンツを戻した。

　ズボンも戻し……かけて、顔を上げてキョロキョロと周囲を見た。誰もいないことを確認した上で、パンツの裾に指を掛けて、そっと中を覗いた。

「……ふ、ふん！」

　エリスは鼻息を荒くしつつパンツを戻し、ズボンをはき直させ、ホックを閉じて、ベルトを装着させた。

　そして、顔を真っ赤に染めつつ、足早にその場を後にしたのであった。




　その後しばらくの間、エリスはルーデウスの顔を見ると顔を赤くして拳を振り上げるようになったが、物事を認識する前に殴られて気を失ったルーデウスに一連の記憶はなく、ただ首をかしげつつ逃げるだけだったという。










腹筋の力




「今日は腹を鍛える」




　俺とエリスを前に、ギレーヌはそう宣言した。

　場所は室内、ダンスホールとして使われている場所である。

　本来は雨の日であろうと外で剣を振らせるのがギレーヌという師匠であるが、本日は暴風の吹き荒れる記録的な大雨であったため、屋内での基礎トレーニングへと切り替わったのだ。

「この訓練は二人一組で行う。ルーデウス、あたしの足の方に回れ。エリスはよく見ていろ」

　この世界にも、二人一組による腹筋の補助というものは存在するらしい。

　ギレーヌは体育座りをすると、俺に足を抱えさせた。

　俺の目の前に、ギレーヌの褐色の腹筋と、豊満な胸の谷間が飛び込んできた。

　それにしてもこの足、凄まじく硬いな。まるで鋼のようだ。かといって硬いだけでなく、しなやかさも感じられる。肉食獣の足だな。肉食獣の足になんて触ったことはないが、そうに違いない。

　俺も鍛えれば、これぐらいになれるのだろうか。

「寝ている方は頭の後ろに手をやり、このように体を起こす」

　ギレーヌはそう言いつつ、上体起こしを行った。

　俺の目の前で、ギレーヌの六つに分かれた腹筋がググッと蠢いた。

「ルーデウス、わかるか？」

「はい……とても、すごいです……」

　その上体起こしは完璧なものだった。

　ギレーヌの上体はエスカレーターのようにスムーズに上がり、そして上がったのとまったく同じ速度で下がっていく。

　一瞬だけ腹筋に力を入れて、反動を付けて起き上がる素人の上体起こしではない。

　常に腹筋に一定の、それも大きな負荷を与え続ける、プロの上体起こしだ。

　なぜこんな美しい上体起こしが可能であるのか。

　言うまでもない、筋肉の力である。

　ギレーヌの鍛えぬかれた腹筋が、重い上半身をクレーンのように力強く引き上げ、逆に下ろす時は壊れ物でも扱うかのように優しく下ろしているのだ。

　素晴らしい腹筋である。

　腹筋からやや上には極めて魅力的な二つの山があり、ギレーヌの運動に合わせてふるふると微振動を繰り返しているのだが、そんなものが目に入らないほど、魅力的な腹筋であった。

　俺もこんな腹筋が欲しい。男なら誰でもそう思うであろう、神聖不可侵の絶対筋肉。

　それが、俺の目の前に存在しているのだ。

「さて、これでやり方はわかっただろう。まずはエリスからだ」

「わかったわ！」

「ルーデウス、押さえてやれ。あたしがいない時でも、暇があれば二人で補助をし合い、腹を鍛えろ」

　ギレーヌはそう言いつつ、立ち上がってしまった。

　さようなら筋肉。

　しかし、鍛えれば、いずれは俺も手に入れることができるだろう。華麗なる腹筋を手に入れて他の子に差をつけるには、今のうちからがんばらなければいけない。

「ちゃんと押さえてなさいよ！」

「はいはい」

　ギレーヌの代わりに、エリスが俺の腹を蹴飛ばさんばかりに体を入れてきた。

　俺はその足を抱える。

　ギレーヌと比べると、スライムのように柔らかい足だ。

　年齢的に見れば、鍛えている方なのだろうが、ギレーヌとは比べるべくもない。

　しかし、全ての女の子がギレーヌのようになる必要はあるまい、これでいいのだ、エリスはこれで。

「じゃあ、行くわよ」

「はい、どうぞ」

　エリスの上体起こしが始まった。

　仕方がないこととはいえ、やはり素人の上体起こしだ。最初の一点でグッと力が入り、俺に頭突きでもするんじゃないかってスピードで迫り、同じ速度で帰っていく。これでは、効率的に腹筋を鍛えることはできないだろう。これを繰り返していたというのなら、彼女の腹筋は大したことはあるまい。

　しかし、それが五十回を超えたあたりで、俺も少し考えを改めた。

　エリスの上体起こしは、勢いが衰えないのだ。

　生前にぶよぶよボディだった俺だからわかるが、本当に腹筋を鍛えていない奴というのは、こんなスピードで上体起こしを続ければ、二十回ももたない。

　息も上がっていない。エリスはなんだかんだ言って、鍛えているのだ。

　もしかすると、すでに腹筋が六つに割れているかもしれない。

　いや、六つとまでは行かずとも、四つか、二つか……。

「……」

　彼女はトレーニング用の動きやすい服を着ているが、ギレーヌと違って腹が露出しているわけではない。

　彼女の腹筋は見えない。

　どうすれば、確かめることができるだろうか。

　見ることができないものを、確かめる方法。そんなものはあるのだろうか。

　……ああ、そうか、触ればいいんだ。

「ちょっと失礼」

「ひゃぁ！」

　俺はエリスの服のすそから手を突っ込み、彼女の腹を探った。

　運動をして火照った肌、うっすらとついた脂肪の奥にある腹筋の谷間は一、二……。

「どこ触ってんのよ！」

　次の瞬間、凄まじい勢いで上体を起こしてきたエリスの頭突きが俺の顔面に叩き込まれた。

　顔面が陥没するのではないかというほどの、重い頭突きだった。

　なぜ、エリスの頭突きにこれほどまでに威力があるのか。

　それは腹筋の力だ。腹筋がパワーウインチのような強力な力で、重量のある上半身と頭を持ち上げるからこそ、可能な芸当なのだ。

　エリスの腹筋はすごい。

　見なくても触らなくてもわかんだね、と思いつつ俺は意識を失ったのだった。










職人




『神を彫る』

　著：ルーデウス・グレイラット





・はじめに



　ある彫刻家は、神を彫る際に祝詞のりとを唱えるといいます。

　それに倣い、神がいるであろう方向に向けて、祈りを捧げましょう。

　これから神の姿を削りだす石塊を太陽の方向へと置き、己が最も敬虔だと思うポーズを取り、心の中で感謝を述べるのです。

　神は決して全てを与えてくれる存在ではありません。ですが、私たちの生き方に道を指し示してくれた存在です。敬愛の心を忘れてはいけませんよ。

　神の姿を思い浮かべ、心に強く刻みつけたら、石塊に神の姿を重ねて見てください。

　これから行われるのは、神事です。

　敬虔な心で臨みましょう。





・準備



　石塊を削り取り、幾つかのパーツに分けてください。

　頭、胸、腹、腰、上腕、下腕、手、腿、脛、足。

　一つ一つのパーツを慎重に作り、それらをつなぎ合わせることで神の姿を創るのです。





・体、腹、腰



　神のご尊顔から彫るのは素人です。

　まず作るべきは体です。神の御姿を脳裏に浮かべつつ、胸から作るのが望ましいでしょう。

　慎ましくも豊かな懐を持つ神の胸。魅力を出しつつも、劣情を催すような形にしてはなりません。なぜなら、神は尊きものであらせられるからです。

　また、ホクロは非常に高貴でありがたいものです。一つたりとも、忘れることなく付けてください。

　腹はなだらかに、滑らかに。重要なのは臍と、その周囲の凹凸です。たとえ材質が石であっても、柔らかさを表すことは可能なので、丁寧に削りだしてください。

　腰はすなわち尻です。尻とは即ち秘所であり、神の秘所を晒すような者には神罰が下るでしょう。この部分は、ありがたい御神体で隠しましょう。





・腕、足



　次に、腕と足を削りだしてください。

　神は決して肉の多い方ではありません。幼さの残る、棒のような手足をしています。その事実に忠実に手足を作るのが望ましいでしょう。





・結合



　パーツが全て出来上がったら、それらを魔術で結合させましょう。

　この時に邪念が入ると、神の裸身が魅力的すぎる形になってしまいます。

　それでは不心得者が見た時に、神の尊さより、劣情を抱いてしまうでしょう。

　そういう時は、足りないものは何か、この神に必要なものは何か。劣情ではなく尊さを覚えさせるためには、何が必要かを考えてください。

　答えはすぐに出るでしょう。

　凛々しさです。片方の腕で胸を隠し、もう片方の腕を広げ、そこに祭事物である杖を持たせることで、凛々しさを表現しましょう。

　これにて、神の体が完成となります。





・お召し物



　神を裸のままにするなど、不信心の証です。

　神には服を着せねばなりません。

　この時に、神をそのままの姿で創るのではなく、だぶだぶのローブを作るのが望ましいでしょう。なぜなら、そちらの方がより神々しさを出せるからです。

　服を着せるにあたり、胸を隠した腕の部分が邪魔になりますが、ローブのだぶつきで腕を隠すことが可能です。

　この時に、服のそばに別の腕を付けてみてください。服の中に腕を隠しつつも、より自然な形で、杖を持たせることが可能となります。

　さらに、この服を着脱可能とすることで、神に二つの面を持たせることができます。





・ご尊顔



　最後にご尊顔です。

　ですが、御顔を作る前に、もう一度神の体を見てみましょう。

　服を着ている時の神は、前傾姿勢で杖を構え、まるで戦いの女神アテナの如き凛々しさを感じられますね。

　服を着ていない時の神は、前傾姿勢で胸を隠し、恥じらいを持つ乙女のような艶やかさが感じられますね。

　これを考慮し、どちらにも対応できるご尊顔を用意するのが望ましいでしょう。

　恥じらいと、凛々しさを兼ね備えた表情です。

　目を閉じ、神を思い浮かべれば、そんな表情はいくらでも思い浮かべられるはずです。

　そうして、納得のいくまで、何度も何度も作りなおし、理想に近づけてください。





・完成



　最後にご尊顔を体にくっつけて、出来上がりです。







　みんなで作ろう、ロキシー人形！










スニーキング・ミッション




　現在、俺は岩場を匍匐前進にて移動中である。

　向かう先は東。

　出発地点から、たった五〇メートル東にある、目的地を目指している。

　なぜこうなっているのかを説明すると長くなる。

　本日未明。俺が一人で飯の支度をしている時、『大佐』が言ったのだ。

『ルーデウス、任務だ。ここから東に五〇メートルの位置にある泉に単独潜入し、エリス・ボレアス・グレイラットを発見、彼女の姿をカメラに収めるのだ』

　俺はその指令に従い、即座に行動を開始した。

　大佐の命令は絶対である。命令不服従は許されない。

　そう思い、出発地点である焚き火から一〇メートルほど東に移動したところで、足を止めた。

　まるで俺の行く手を遮るかのように、スキンヘッドの怖い顔をした男が立っていたのだ。

『大佐、警備兵を一名確認。白い槍に鉢金をつけた魔族だ』

『デッドエンドのルイジェルドだろう。なんとかして彼の眼を逃れ、目的地に到達してくれ』

　なんとかしてって、曖昧な指示すぎて鼻毛が出そうだが、任務に重要なのは、現場での柔軟な対応だ。これまでも、そうしたことは何度もあった。現場を知らない司令部、無能な上官。俺はそんな状況でも生き延びてきた。

　やってやるさ。

「ルイジェルドさん、ちょっとトイレに行ってきます」

「ああ、わかった」

　よし、成功だ。

　俺はしれっとした顔で、その場を離れた。

　あえて、まっすぐ東方向に。

　やましいことがないのだから、こっちに行っても問題ない、その途中でするから問題ないよね、という風を装い、精神の隙間をすり抜けるように目的地へと進む。

「ルーデウス」

「！」

　しかし、呼び止められた。何を間違えたのか。

「あまり遠くには行くなよ」

「もちろんですよ」

　俺はいけしゃあしゃあと返事をして、移動を再開した。

　遠くへは行かないという言葉を違たがえるつもりはない。五十メートルなんてのは、目と鼻の先であると、心の中で言い訳しつつ。

「……」

　一〇メートル、二〇メートルと移動する。

　半分まで来たところで振り返る。岩場の陰に隠れて、ルイジェルドの姿は見えない。

　この先にある泉も、岩に隠れて見ることはできない。

　まだ余裕だろうか。

　できれば、誰にも見つからず、こっそりと見て、そんで一人で思い出して楽しみたい。

　だが、ルイジェルドの目を逃れることは不可能であろう。

　ここから二五メートルの間に追いつかれて、連れ戻される可能性が高い。

　どうする……やはりダッシュか。見つかったとしても、一瞬でも視界に収めれば撮影が……。

　と、そこであることを思い出した。

『大変だ大佐！』

『どうしたルーデウス！』

『カメラがない！』

　切実な問題であった。

　元の世界なら、数千円で遠景でもクッキリハッキリ写るカメラが……いいや数千円も必要ない。五〇〇円もあれば、使い捨てカメラが購入できるだろう。

　だが、ここは異世界。カメラなど存在しない。

　この任務はインポッシブルだったのだ。

　慌てる俺に、大佐は言った。

『ルーデウス。君の心のファインダーなら、そこいらのカメラよりも鮮明に撮影ができるはずだ。思い出は心の中に刻み込め』

　思い出は心の中に刻み込む。

　そんな大切なことを教えられた俺は、覚悟を決めた。

『了解です、大佐……！』

　心のファインダーのシャッター速度は光をも凌駕する。

　なら、一瞬でいい、一瞬、視界に収めればいいのだ！

「よし！」

　俺は走りだした。

　ルイジェルドとの距離は二五メートル。目的地までの距離も二五メートル。

　相対速度なんて関係なく、ルイジェルドは俺に追いつくだろう。

　でも、一瞬でもいい、一瞬でも！

　走った。走った。転ばず、走った。

　一〇メートル、二〇メートル。

　あの岩の向こうにはこの世のものとは思えない、素晴らしい光景が待っている。

「あうあ！」

　そう思った次の瞬間、襟首を掴まれ、持ち上げられた。

「何をやっているんだ、お前は……」

　ルイジェルドだった。

　もう追いつかれたのだ。なんて早業。二秒もかからないとは……

「すまん大佐……任務失敗だ……！」

「大佐？　何を言っている」

「堪忍やルイジェルドはん、魔が差したんや、どうしても見たかったんや！」

　ルイジェルドは俺の首根っこを掴んだまま、あきれ果てたように言った。

「……お前、あんなものが見たいのか？」

「えっ、そりゃ見たいですよ？」

　ルイジェルドの問いに、何をいわんやと答えると、彼は俺を持ち上げた。

「見ろ」

　背の高いルイジェルドに持ち上げられると、岩の向こうが簡単に見渡せた。

　見てしまってもいいのでしょうか。

　俺の心のファインダーは、セピアカラーに色あせないんだぜ？

「……あれ？」

　泉では、一匹の大きな亀の魔物が産卵していた。

「大王陸亀は魔物にしては気性が穏やかで、食料としても有用だ。ゆえに産卵の邪魔はしない。そう説明しただろう」

　ああ。そういえば、そんな話を聞いた気がする。

　泉が二つ。水浴びをするのに、片方は大王陸亀がいるから、もう片方で水浴びをするように、という話だ。

　つまり……俺は方向を間違えたのだ。

「見たかったのか？」

「…………………まあ、滅多に見れるものじゃないですからね」

　その後、俺はルイジェルドと二人で、大王陸亀の産卵を見物した。

　巨大な亀がバスケットボールみたいな卵を産卵するその光景は実に神秘的で、俺の心のファインダーに色あせない記録として保存されたという。










ビキニアーマー




　ファンタジーな世界には、ビキニアーマーというものが存在する。

　ビキニアーマーとは、こんな装備でどこを守るんだってぐらい狭い面積で局所だけを隠している鎧で、主に妖艶な女戦士が着用する。

　もちろん、俺が転生したこの世界にも、そんなビキニアーマーを身につけた者は大勢いる。

　特に、この魔大陸では十人に一人はビキニアーマーと言っても過言ではない。




　現在、俺がいるのは酒場である。

　この世界において、酒場と食事処は大きく分けられていない。

　水が少ない地域では水の代わりに酒を出すところも多く、また酒に酔わない体質の者も多いせいか、昼間からグビグビと酒をあおる者が多々いる。

　そんな場所で静かに飯を食いつつ、俺は周囲を見渡した。

　満席のテーブルには、ビキニアーマーを着用した女性の姿がちらほらと見える。

　大抵は大柄な筋肉を持つ戦士か、スレンダーな筋肉を持つ剣士である。

　どっちにしろ筋肉である。

　魔術師でビキニアーマーを身につけている者はいない。魔術師は己が出した攻撃魔術の反動を軽減する目的として、専用のローブを身にまとっているから、一目でわかる。

　しかし、どうして戦士たちは防御力的に心もとないビキニアーマーを身につけるのだろうか。

　俺の視界に入る情報から、少し考察してみよう。




　まず、一番右端にいる剣士。

　種族は牛系で、ボディビル選手権に出れるんじゃないかと思えるほどの肥大化した筋肉を持った戦士だ。脇に立てかけられた斬馬刀のような巨大な剣が、彼女の武器だろう。

　では、ビキニ部分を見てみよう。

　彼女は合計六つの胸を持っており、上二つが巨乳、下四つは普乳である。

　それら全てに、胸全体をしっかりと覆うような皮のプロテクター、すなわちビキニが装着されている。下がどうなっているのかは見えないが、丸太のような太ももを見る限り、やはりビキニパンツだろう。

　しかし、あのビキニアーマー、彼女の大きさに比べて、サイズが小さく見える。

　牛のような胸はガッチリと固定されていて、戦闘中に激しい動きをしてポロリと出ることはなさそうだ。

　ここから考察するに、あのビキニにはポロリを防止する意味もあるのだろう。

　彼女の胸は戦闘中に邪魔になる。だから固定するのだ。

　しかし、それならわざわざビキニじゃなくてもいいだろう。いくら動きやすいったって、ビキニじゃなくてもいいだろう。

　という問いは、すぐに氷解した。

　彼女の種族は、基本的に薄着なのだ。特に男は上半身に何も着用せず、隆々とした筋肉を見せびらかしている者が多い。

　彼女らがビキニアーマーを身につけるのは、種族の特色なのだ。




　さて、次。

　ヤモリみたいな顔をした女剣士だ。

　いや、ヤモリみたいなどという形容詞は彼女に失礼だろう。爬虫類系の種族の女剣士だ。

　先ほどの牛戦士に比べると、スレンダーで胸も小さいが、そんな彼女もビキニを身につけている。

　チューブトップのようなビキニだ。

　ただ、彼女は上だけだ。下は普通の布のズボンで、関節部には金属のプロテクターが付けられているが、全体的に見ても軽装だ。

　しかし、これは難しく理由を考える必要はないだろう。

　彼女の全身は、非常に硬そうな鱗によって守られている。

　腹のあたりがやや手薄に見えるが、もともと肌が硬質な者にとって、防具は動きを阻害する以外の何物でもないのだろう。

　しかし防寒は別なのだろう、彼女の座る椅子には暖かそうなマントが掛けられている。

　ていうか、上がチューブトップならビキニアーマーとは言わないかもしれない。




　では次。

　ピッチャーみたいなデカイジョッキを持って椅子の上に立ち、テーブルに片足を載せて何やら叫んでいるお姉さんだ。

　肌は真っ赤で顔も真っ赤、髪型はモヒカン、かなりファンキーでパンクな感じだ。

　臆病者は死ねとか、魔王でもなんでもかかってこいとか物騒なことを言っている。

　彼女のビキニアーマーはどうだろうか。

　上も下も、ビキニを着用しているようにしか見えない。一番ビキニアーマーっぽい。

　材質は布だ。皮や、金属ではない。一見するとただの下着にしか見えない。

　ていうか、あれ、もしかして下着だろうか。

　下に、それ以外の衣類が散乱している。

　その上、うるせえ、酒飲んだら脱ぐのが我が一族の決まりなんだよ、とか言ってる。

　てことは、あれは剣士でも戦士でもない。ただの酔っ払いだ。

　つまりあれはビキニではなく、ブラジャーである。

　あ、ブラジャーに手を掛けた。脱ぐんだろうか。ちょっとファンキーだけどエロい体をしているから、ぜひとも。

「ちょっとルーデウス、なに見てんのよ！」

　なんて考えていたら、エリスに耳を引っ張られてしまった。




　このように、ビキニアーマーや酔っ払うと脱ぐという文化はこの世界に根付いている。

　それを知り、俺はまたひとつ、賢くなったのであった。










ルーデウス３分クッキング




　ルイジェルドとエリスが晩飯にと言って、大王陸亀を狩ってきた。

　肉食獣だらけの魔大陸において、最もうまいとされている肉。

　それが大王陸亀で、魔大陸においても主食の一つとされている。

　しかし、俺はどうにも、この肉が好きではない。

　鶏肉と比べると筋が多く、野生動物特有の臭みも強い。ついでに言えば胃がもたれる。

　こんな肉をなんとか美味しく食うべく、俺は日夜奮闘していた。

　今日は、その成果の一つをお見せしよう。

　まずは材料だ。




　材料


・大王陸亀の肉

・魔大陸原産の香味野菜

・ビッグフットフィッシュの脂

・各種スパイス






　基本的には各町で購入できるものを使おう。

　旅は長いからな。

　野菜は各地域によって売っているものが違うので、適当に購入しよう。

　ビッグフットフィッシュは魔大陸各地の水場にいる。

　フグのような見た目で、不気味な足がついている水陸両用の生き物だが、ただ、毒があるので食用には適さない。

　が、尻の上にある脂袋は装備の手入れなどにも使う上、毒もないため、冒険者ギルドでは高く取引されている。

　市場でも売っているので、購入しておこう。

　さて、では調理開始だ。





１．香味野菜をみじん切りにして、ビッグフットフィッシュの脂で炒めておく



　香味野菜はそのままだと苦くてアクが強く、食えたものではないので、あらかじめ炒めておこう。

　こうすることで、甘みが増してコクが出るような気がするぞ！





２．大王陸亀の肉を小さく切り、ぐちゃぐちゃになるまで叩く



　大王陸亀の肉は筋が多く、固い。

　それを解消するためにも、ミンチにして柔らかさを演出しよう。





３．ミンチに炒めた野菜を混ぜ、各種スパイスを適当に振りかけ、よく練る



　先ほど炒めた野菜を混ぜて、スパイスを適量振りかける。

　そうしたら、ボウルか何かに移して、よく練ろう。





４．空気を抜くために、手元で叩く



　３でできたものを一口サイズに取り、両手でキャッチボールでもするかのようにパンパンと叩いて空気を抜こう。

　空気を抜いておかないと、焼いている最中にひび割れて、中から肉汁が漏れてしまうからね。





５．形をまとめ、直火にて焼く



　この魔大陸にフライパンなどという器具はない。

　作ってもいいが、今回は網のようなものがあるので、それに載せて焼くことにしよう。

　何事も直火、それも強火で焼くのが男の料理ってもんだ。決して面倒臭がっているわけではないぞ。




　中まで火が通ったら完成だ。

　魔大陸にソースなどという気の利いたものはないので、直に齧り付こう。

「うまいな」

「なかなか美味しいわね」

　何を食ってもうまいとしか言わない奴らの意見は、嬉しいけど聞き流していいだろう。

　こいつらは、生で食ってもうまいと言うからな。

　繊細な舌を持つ俺とは別の人種なのだ。

　さて、では、俺も食ってみよう。

　まず、一口、口に含むとビッグフットフィッシュの脂の風味が口いっぱいに広がる。

　まるで工業用アルコールのようなツンと鼻につく香りは、失明の可能性を頭によぎらせる。一応食べても大丈夫という言葉が信じられなくなるぐらいだ。

　噛みちぎると中から肉汁が溢れてくる。

　この肉汁がまた生臭く、香味野菜やスパイスがなんの意味も為していないことがよくわかる。

　口中にあるシャキシャキとした感覚は香味野菜だ。その度に口の中になんとも言えない雑味が広がり、自然としかめっつらになること間違いなしだ。

　要するに何が言いたいかというとだ。

　まずいぞ！




　俺の豊かな食生活への道は遠い。










左右という字




　ここに、『右』という文字がある。

　右とは、くちへんにナをくっつけた漢字で、文字通り右を示している。

　北を向いた時に東に位置するのが、右である。

　右利きの人間がお箸を持つ方の手でもあり、世の中のものは右利きの人間に使いやすくできている。

　それと対をなす文字として、『左』がある。

　左とは、たくみへんにナをくっつけた漢字で、文字通り左を示している。

　北を向いた時に西に位置するのが、左である。

　右利きの人間がお茶碗を持つ手でもあり、世の中は少しばかり左利きの人間に冷たい。

　と、多少の差はあれども、二つは表裏一体、陰と陽。

　右あるところに左あり。右が生まれれば左が生まれ、左が消えれば右も消える。




　人は、二つのものを見ると優劣を付けたがる。

　どちらが上かを判断し、右から順に、あるいは左から順にと並べたりもする。

　しかし、さて、だが世の中には、優劣を付けがたいものが存在する。

　例えば、今俺の目の前にあるものがそうだ。

　それが何かはあえて明かさないが、これは二つでなくてはならないものだ。

　コレは機能的な観点で見れば、一つあれば十分らしい。

　しかし、芸術的な観点から見れば、二つでなければならない。

　だが、一節によると、コレも左右で少し違いがあるらしい。

　それが真実かどうか、実際に触って確かめようと思う。

　断っておくが、これは知的好奇心によるものである。決して、邪な思いからではない。

「ふむ」

　というわけで、俺は真横でガースカと寝ているエリスの胸を揉んでみた。

　まだまだ平らながらも、膨らみが感じられる。

　成長過程にある胸だ。

　しかし、これは本当に右と左で差があるのだろうか。

　いや、どうだろうか。

　若干ながら、右の方が柔らかいだろうか。

　まてまて、俺は右利き、左右の手で感じ取れる感触が違うかもしれない。

　今度は手をクロスさせ、左右で逆の胸を触ってみよう。

　先ほどの感触はよく覚えている。間違いなく、両方とも柔らかかった。

「うむ！」

　そして今回も……柔らかい。

　うむ、柔らかくて、正直一生こうしていたいという気持ちが湧いてくる。

　だが、違いについてはよくわからないな。

　左右、左右……左右の違いとはなんだろうか。

　あ、今、何か真理に辿り着けそうな気がしてきた。

　世界の真理は宇宙の心理、ギャラクシー。

　左右という文字に秘められた秘密、それは──。

「……あ」

　と、一瞬油断をしたのがいけなかった。

　俺はカッと目を見開いたエリスに顎先を殴られて昏倒、そのまま馬乗りに押さえ込まれた。

　一瞬の出来事で、俺の右手も、左手も、あっという間にエリスの膝によって封じ込まれた。

　エリスお得意のマウントポジションである。

「人がせっかく気持ちよく寝てる時に、どこ触ってんのよ！」

　ハンマーのように固く握られた拳が落ちてくる。

　右、左、右、左、右、左。

　手加減など一切ない圧倒的な暴力が俺の顔面を襲う。

　俺がエリスのおっぱいを揉んだ数だけ殴るつもりなのだろう。

　何度揉んだだろうか。左右の胸に違いがあるのかどうかと、結構な時間もみもみとしていたから、なんともわからない。

　こうして平静を装っている俺だが、さすがに生命の危機を感じてきた。

　そろそろルイジェルドあたりが止めに入ってくれないだろうか。

　いいや、これは自業自得、得した分だけ損をするという、自然の摂理なのだ。

　右、左、右、左。

　ああ、意識が遠くなってきた。

　と、ここであることに気付いた、気付いてしまった。

　先ほどの真理だ。

　左右という言葉の中には……エロという単語が含まれている。

　つまり、おっぱいは左右で二つあるから、エロいのだ。

　と、結論が出たあたりで、俺は死んだ。




「……ハッ！」

　と、そこで目が覚めた。

　隣には、エリスがグースカと寝相悪く寝ている。

　俺の顔面に腫れはなく、いつもの綺麗なルーデウスだった。

　エリスの寝息に合わせて、ゆっくりと上下する胸は、若干ながらも膨らみが見える。

　いつもなら触りたい、もみたい、舐めまわしたいと思う左右の小山が、今日に限っては非常に恐ろしいものに見えた。

　おっぱいは二つあるからエロい。

　触らなくてもわかったことを僥倖に思いつつ、俺は再び、横になるのであった。

　今度は、殴られないエロい夢が見られますように。










乙女と一角獣




　聖剣街道のどまんなか。

　そこにちょこんと座るロキシーを、エリナリーゼとタルハンドが遠くの茂みから見守っていた。

「はぁ……」

　ため息をつくロキシーの視線の先には、純白の体と、長い一本の角を持つ馬があった。

　ユニコーン。

　純白の体に、螺旋状の角と獅子の尾を持つ馬は、ルーデウスの元いた世界において伝説の一角獣と言われる存在である。

　極めて獰猛な性格をしているこのユニコーンは、相手が獅子だろうが象だろうが突進して角を突き立てる暴れ馬だ。

　だが、なぜか清楚な乙女の膝の上でだけはおとなしくなることから、清らかさの象徴とも、処女厨とも言われている。

　この世界のユニコーンも似たような特徴を持っている。

　一つだけ違う点があるとするならば、この世界の認識ではありふれた魔獣の一種である。

　一応、清らかな乙女にしか心を許さないことから、大森林に住む者達の中では特別な存在として扱われることもあるが、その程度の存在である。

「ほら、来ましたわよ！　やっぱりわたくしの見立て通り、ロキシーは未経験でしたわね！」

　エリナリーゼの言葉通り、ユニコーンは茂みから姿を現し、ゆっくりとロキシーに近づいていく。

　三人は道端で偶然にもユニコーンを発見し、ロキシーを使ってそれをおびき出そうとしているのだ。

「ほれ、お前は前に出るんじゃない」

「わかってますわよ……」

　ユニコーンはエリナリーゼには目もくれず、ロキシーの方へと移動していった。

　そして、その膝元に鼻をうずめるようにして、頭を下げ、膝を折り曲げた。

　ロキシーは聖母のような表情でそれを受け入れ、ユニコーンの頭を撫でた。

　その光景は、まさに幻想的なものであった。

　もしこの場にルーデウスがいたら、あまりの神々しさに涙を流し、片膝をついて神に祈っただろう。

　ロキシーは慈しみにあふれた表情をしながらユニコーンの頭から首筋へと、ゆっくりと撫でていき……。

　ガッとたてがみを掴んだ。

「ヒヒィィン！」

　唐突に強い力で掴まれて立ち上がろうとするユニコーン。

　ロキシーは慣れた手つきで逆の手をユニコーンの体へと向けた。

「冷気の槍よ、撃ち貫け！　『氷槍』！」

　至近距離から放たれた氷の槍はすさまじい勢いでユニコーンの心臓をぶち抜いた。

「ヒヒィぃぃがぼっ……」

　いななきながら血反吐を吐いたユニコーンは、一瞬だけビクリと体を震わせて、どうと音を立てて倒れた。

「……」

　場に、静寂が訪れる。

　風が吹き、木々が揺れた。ユニコーンの体が小さく震え、地面をだくだくと血で汚した。

　先ほどまでの幻想的な風景はすでになかった。ただそこには、血なまぐさい野生の命のやりとりがあるのみだった。

　もしこの場にルーデウスがいたならば、ジーザスと天を仰ぐべきか一瞬だけ迷った上で、ロキシーの凛々しさに涙を流し、片膝をついて神に祈っただろう。

　ロキシーは一息吐いた後、鞄からロープとナイフを取り出し、ユニコーンの血抜きを開始した。

「やりましたわね！　さすがロキシーですわ！」

　それを見て、エリナリーゼが喜色満面の笑みで茂みから出てくる。

　ロキシーはエリナリーゼにじっとりとした目を向けた。

「普通にしていれば普通に襲ってくるんですから、わざわざこんなことしなくても、普通に戦って倒せばいいじゃないですか……」

「いやいや、ロキシーよ。古来より大森林の民は、こうやって乙女を使ってユニコーンを狩ったものなのじゃ」

「故郷に帰りたくないとか言ってるくせに……いいから手伝ってくださいよ、二人は何もしてないんですから」

　ユニコーンは神聖な生き物である。

　長耳族でも、炭鉱族でも、そう言われている。

　しかし、生物として生きている以上、弱肉強食の掟からは逃げられないのだ。

　かくして魔獣ユニコーンはロキシーたちの血となり肉となり、そして資金となったのであった。










小人の行商




　それは、聖剣街道を移動していたある日のことだ。

　そろそろ昼飯にしようと馬を止め、ギースと共に食事の準備を開始した時、ルイジェルドがふと顔を上げた。

「……？」

　釣られるように視線を向けると、森の奥から、何者かがガサガサと音を立てて出てくるところだった。

　出てきたのは、俺と同じぐらいの背丈にもかかわらず、口ひげを蓄えた中年の男性だ。

　いわゆる、小人族だろう。

　背中には、大きな荷物が背負われている。

　すわ襲撃か、とならないのは、ルイジェルドが槍を構えていないためだ。

「行商人だな。俺らを見つけて出てきたらしい」

　ギースがそう言うと、中年の小人族は柔和な顔を見せながら、こちらに近づいてきた。

「やぁどうもどうも、私は小人族マ・ティタ村のウィ・スーと申します。本日は小人族の里でしか見られない、珍しい品をお持ちしました、どうぞ見ていってください」

　彼はそう言いつつ、こちらの反応を待たず背負った荷物をおろして、中身を広げ始めた。

　大きな風呂敷のような布の上に、あれよあれよという間に商品が並べられていく。

　押し売りに近いが、まあいいだろう。彼もこれで生計を立てているのだろうし。

　ギースやエリスもすでにしゃがみ込み、商品の物色を始めているしな。

「これは何よ」

「そちらは煙幕玉です。地面に向かって叩きつけると、もうもうと煙を発し、危険から逃げることができます」

「そう、いらないわね」

　エリスが玉をぽいっと投げ捨て、ルイジェルドがキャッチして風呂敷に戻している。

　もっと丁寧に扱いなさい……と。

　そう思いつつ、俺も商品を見てみる。

　民芸品のような木彫人形や首飾り、腕輪、指輪。

　武器や防具の類もある。ナイフや短刀の切れ味は良さそうにないが、持ち手の部分が象牙か何かのようなツルツルとした素材でできていて、ちょっと高級感があるな。おみやげに一本買っていこうか……いや荷物になるしやめとくか。

「ん？」

　ふと、やはり牙製の器に入れられたものが気になった。やや青色の透明なものが詰まっている。

　軟膏か何かだろうか。

「これは？」

「そちらは、小人族特製の化粧水でございます。ミリス神聖国でも大人気の品で、水に溶かして使うと、お肌がツルツルになりますよ」

「へえ」

　ちょっとだけ指に取って、水魔術で水分を足してやると、ヌルヌルになった。

　指先で弄んでやると、にょーんと糸を引く。

　本当はもっと水を混ぜて使うのだろうけど、これぐらいだと化粧水というより、ローションに近いな。

　それにしてもヌルヌルだ。実にヌルヌルしている。これ使うと気持ちいいんだよなぁ……。いや、ナニが気持ちいいとは言わないけど。

「お気に召しましたか？」

「えっ？　い、いえ、ただ、どうやって作ったのかなと思いまして」

「製法は秘密なのですが、あるトゥレントからとれた樹液を原料としております。もちろん体に悪影響はございません」

　そうか、体に悪影響はないのか。

　なら……いや、別にヌルヌルしたものが欲しいわけではない。

　肌荒れを気にすることなく、スベスベのお肌を手に入れることができることに魅力を感じているのだよ俺は。

「いくらですか？」

「こいつは原液だから、これ一本でミリス銀貨二枚ってところですね」

　二枚か、うーむ、それぐらいで瑞々しい潤いお肌を手に入れることができるなら……いや決してエロ目的ではなく。

「なによルーデウス、そんなのが欲しいわけ？」

「え？　いえいえいえ、そんなわけないじゃないですか、ヤダナァモー」

　俺は即座に化粧水を元の場所に戻した。

　うむ、お金は大切にしなければいけない。身だしなみに銀貨を二枚も三枚も出すわけにはいかないのだ。

　──結局、ギースが香辛料らしきものを幾つか購入したのみで、俺たちは何も買わず、商人は去っていった。




　後日、エリスのお手入れをされていないガサガサした手を見て、本気でエロ抜きで買っておけばよかったかもと思ったりもするのだが、それはまた別の話である。










説教




　雨季の大森林。

　ドルディア族の里にて、二人の男が座り込んでいた。

「いいかギュエス、お前も一人の戦士なら、知っておくべきだ」

「……はぁ」

　ルイジェルドとギュエス、二人は道端に座っている。

　ルイジェルドの手には釣り竿が握られ、その糸は濁流となって流れる大森林の海へと吸い込まれていた。

　ウキはない。もしあったとしても、この濁流では意味を為さないだろう。

「最近の若者は戦士だなんだと自分で言うが、真の戦士がいかなるものかなど、知るよしもなかろう」

「……はい、そのとおりです」

「お前は知っているか？　真なる戦士がいかなるものかを」

「……いいえ、寡聞にして」

　膝を曲げ、リラックスした姿勢で釣り糸を垂れるルイジェルドに対し、ギュエスは正座である。

「なんだと思う？」

　ルイジェルドはじっと濁流を見ている。

　ギュエスの額には冷や汗が流れる。

「……真なる戦士とは、強き者だと思います。里の中で最も強く猛々しく、偉い存在……でしょうか」

「違う、戦士とは心の強さだ。弱くとも良いのだ」

　ルイジェルドにギロリと睨みつけられ、ギュエスは尻尾を股の間に隠した。

「お前は先ほど、子供と道端ですれ違ったな」

「……はい」

「そして、子供が道の脇にどいたのを見て、堂々と道を歩いて抜けた」

　ドルディア族の村は木の上に形成されている。木々の間に木製の廊下を渡し、地面に降りずとも端々まで移動できるようになっている。

　だが、ところによっては非常に狭い道もある。大人が一人、すれ違うのがやっとという道だ。

　先ほど、ギュエスはその道で、己の娘ミニトーナとすれ違った。

　ミニトーナは道を譲り、ギュエスは当然のようにそこを通り抜け、そしてそれを見ていたルイジェルドに怒りの形相で呼び止められた。

「……それが、何か？」

「何か、だと……？」

　ルイジェルドの鋭すぎる眼光が、ギュエスの耳を伏せさせた。

　ギュエスは己の喉の奥からクゥーンと情けない声が漏れるのを聞いた。

「貴様、もし子供が下に落ちたらどうするつもりだったのだ！」

「む、無論、飛び下りて助けますが」

「そうではない！　落ちることのないように、お前が道を譲ってやるのが戦士としてあるべき姿だろうと言っているのだ！」

　そんな馬鹿なとギュエスは思った。

　獣族の常識では、より強い者が道を譲るのだ。

　一族の長たらんとする者が子供相手に道を譲っていたら、示しが付かない。

　強い者が正義……だが、目の前の男は、ギュエスよりも圧倒的に強かった。恩もある。ドルディア族は恩を忘れない。

　イエスとも、ノーとも言えない。そんな空気がギュエスに返答をためらわせた。

「……返事はどうした」

　誰か助けてくれ。

　そんな視線の先にいたのは、ねずみ色のローブを着た、一人の少年だった。

　彼──ルーデウスはギュエスの視線を受けて、困ったような顔で近づいてきた。

「どうかしましたか？」

「む、ルーデウスか、なに、ギュエスが──」

　話を聞いたルーデウスはなるほどと頷き、言った。

「でも、普段から子供たちに強さを見せ、安心させてあげるのも、戦士の役目でしょう？」

「む……そうか？」

「ええ、僕もルイジェルドさんには安心させてもらっていますからね」

「そうか……ならいい。ギュエス、すまなかったな。俺が間違っていたようだ」

　あっさりと意見を翻したルイジェルドを見た瞬間、ギュエスの中でルーデウスの順位が一気に上に上がった。

「では、自分は仕事に戻ります」

「引き止めてすまなかったな」

「いえ……」

　立ち上がったギュエスは、ルーデウスに向かって少しだけ尻尾を振った。

「ルーデウス殿、ゆっくりしていってください」

「……？　ええ、雨季が終わるまではゆっくりさせてもらいます」

　去っていくギュエス。

　それを見ながら、ルイジェルドは釣り竿を上げた。

　釣り針の先端には、まだ小さい魚が一匹、ピチピチと跳ねていた。

「……」

　ルイジェルドは無言でその魚を濁流へと戻し、餌なしで釣りを続けるのであった。










たたき売り




　ミリス神聖国のとある町。

　大通りより少しはずれた、でも人通りの多い道の端。

　そこで、一人の少年が大声を張り上げていた。

「さぁさぁ、寄ってらっしゃい見てらっしゃい！」

　彼の前には敷物が敷かれ、その上にはいくつかの石像が並んでいた。

　デフォルメされた動物から、人と思わしきものまで。

　値段はさほど高くはなく、子供の小遣いでも買えるようなものばかりだ。

　だが、中には値段が高いものもある。

　ひときわ目立つ場所にディスプレイされた精巧な人形。

　キリッとした顔立ちの青年が槍を構えている像だ。

　これだけがやたらと値段が高く、ミリス神聖国の一般市民が一ヶ月生活するのに十分なほどの金額が掲示されていた。

「これこそが、世にも珍しいスペルド族の石像だよ！」

　その言葉に、ふと足と止めて人形を見る者がいる。

　この世界において、スペルド族は恐怖の象徴とされている。

　子供の頃に「悪いことをすると、スペルド族が来て食べられてしまうぞ」と親に教えられ、自分が育った時もまた、子供にそう教える人族は大勢いる。

　しかしながら、実際にスペルド族の姿を見た者はいない。

　エメラルドグリーンの髪を持ち、額に赤い宝石を持つ。そんな種族であることは知ってるが、そこまで。

　一部の学者は、昔の誰かが作り出した空想上の生物にすぎない、とまで言う始末だ。

　そんな恐ろしい魔族の石像があると聞いて、足を止める者は大勢いた。

「ほう、これがスペルド族か……」

「へい旦那さま。色が塗ってないせいでわかりにくいですが、正真正銘スペルド族の石像でございますです、はい」

　商人風の格好をした恰幅のいい男性が足を止めてしゃがみ込むと、少年が揉み手をしながら近づいてきた。

　その顔には、ニチャッとした気持ちの悪い笑みが張り付いている。

　商人の男は「あ、これは人をだます奴の顔だ」と即座に見抜いた。

　少年にそんなつもりは毛頭ないのだが、商人は見抜いたのだ。何かを。

　商人は思った。

（こんな年齢から詐欺を働くとは、まったく嘆かわしい……どれ、少し懲らしめてやるか）

　商人は苦笑しつつ、スペルド族の人形を指さし、声を張り上げた。

「おいおい、スペルド族と言えば、エメラルドグリーンの髪をしていると相場は決まっている。それなのに、石像ではそれがわからんではないか。なぜ正真正銘スペルド族だと言えるんだ？」

　所詮は子供の考えること。

　こう言えば、しどろもどろになって引っ込むだろう。

　そう思った商人だったが、少年は非常に気持ちの悪い笑みのまま、手をモミモミと動かした。

「そう言われると思いまして、実は本物のスペルド族を連れてきております」

「えっ！」

「さっ、ルイジェルドさん、出番ですよ」

　ギョッとする商人を尻目に、少年は裏路地に向けて声を張り上げた。

　その言葉に、周囲の人々も、何事かと目を向ける。

　路地裏から、スッと一人の男が現れた。

　剣呑な目つき、白亜の三叉槍、人形とそっくりそのまま同じ服装をしている。額には赤い宝石があり、なんと頭にはエメラルドグリーンに輝く……ワカメが載っていた。

「んん？」

　ワカメである。

　海に近いこのあたりでは、ワカメもよくとれるのだ。

　頭に載せている奴はいないが。

「いやいやいやいや！　ワカメじゃねえかと、そうお思いでしょうが、ちょっとまって！　あきれるのはまだ早い！」

　少年はそう言いながら飛び上がり、ワカメを取り払った。

　下からエメラルドグリーンの髪が……？

　と、思いきや、出てきたのはスキンヘッドであった。

　眉毛まで剃られたいかつい頭と赤い宝石が、陽の光を浴びて不気味に輝いている。

　戸惑う人々に、少年はさらに声を張り上げた。

「こいつぁおかしい、スペルド族なのに髪がないなんて！　こいつぁ神も仏もあったもんじゃない、とお嘆きのあなた！」

　少年はそう言いつつ、スペルド族の人形を手にとった。

「こいつぁそんじょそこらの偽物とはわけが違う、正真正銘のスペルド族だ！」

　そう叫びつつ、人形の頭をスポッと引っこ抜いたのだ。

　いや違う、抜いたのは頭ではない。頭はそのまま残っている。髪だ、髪の毛だけが頭から分離したのだ。

　そして、下から現れたのは、今ワカメを取り去ったこの男。

　このスキンヘッドの男と石像は、そっくりそのまま同じものだったのだ。

「どうだいお兄さん、これでもまだこの石像が偽物だって言うのかい？」

　商人は唖然としつつ、思った。

　恐らく、この石像は元々スペルド族のものではないのだ。

　そして、今こうして薄ぼんやりと立っている男もスペルド族ではない。

　だが見ろ、周囲の反応を。

　髪の毛が取れる人形を見て、そしてそれとそっくりないかつい男を見て、笑っているではないか。

　これは詐欺ではない。パフォーマンスなのだ。売るための宣伝、度肝を抜き、衆目を集めるためのテクニックだ。

　しかし、そんなことをしてどうなる。

　ここはミリス神聖国。ミリス教が幅を利かせる国であり、ミリス教の中には魔族に対して排他的な一派も存在している。

　スペルド族の像。面白いアイディアだが、排他的な連中に目を付けられてまで買う奴がいるはずもない。それぐらいはわかりそうなものだが……。

「……ん？　坊主、これは？」

　と、そこで商人は他の人形が目に留まった。

　卵のような形をしているもので、丸い底面だというのに、まっすぐに立っている。

　表面には墨で顔のようなものが描いてあるが、恐らく全て同じものだろう。

「ああ、それは起き上がり小法師ですね。こうやって指で弾いても、倒れることなく起き上がるんですよ」

　少年はそう言いつつ、卵型の人形を指で弾いた。

　彼の言う通り、人形は倒れそうになるも、ぐりんと起き上がり、ゆらゆらと揺れつつ元に戻った。

「ほぉ」

　面白い、と商人は思った。

　周囲の人々も同じように思ったらしく、興味深い目で他の人形を見ている。

　同時に「そうか」と得心がいった。

　スペルド族の石像は、あくまで客を寄せるためのもの。本命は、この雑多に売られている人形たちに違いない。

　うまい商売だ。詐欺などではなく、立派に考えられた戦法だ。

「いや、なるほどなるほど、確かに本物だ。疑って悪かった」

「でしょう？」

「お詫びといっちゃなんだが、こいつを一つもらおうか」

　商人はそう言いつつ、起き上がり小法師を一つ、手にとった。

「え？　あぁ……はい、まいど」

　少年は商品が一つ売れたというのに、あまり嬉しそうな顔をしなかった。

　だが、それでいいのだと商人は知っている。あくまでスペルド族の石像を売りたいという意志を見せるからこそ、客は他の商品を手にとるのだ。

「じゃあ、頑張れよ」

「はい、毎度どうも～」

　商人は少年の露店から歩み去った。

　その後ろで、周囲で見ていた人々が雑多な人形を購入しているのを尻目に見ながら。

　いつか自分も真似してやろうと心に誓いながら。




　夕暮れ時。

　少年ことルーデウスの露店は、ガランとしていた。

　商品が一つだけでは寂しかろうと適当に作った『起き上がり小法師』や『さるぼぼ』、『あかべこ』といったものは完売した。

　一つだけ、残っているものがある。

　スペルド族の石像……ルイジェルド人形だ。

　一番売りたかったものが、なぜか売れ残ってしまった。

「……何が、悪かったんでしょうね」

　ルーデウスはしゃがみ込み、頬杖をつきながらボヤいた。

　隣に座るルイジェルドはルーデウスを見て、そして彼の足元に落ちている物体を見て、ポツリと言った。

「ワカメだな」

「ワカメですか」

　やっぱりワカメじゃダメだった。

　次はもっと別のものをカツラにしよう。

　そう思いながら、落ちていく太陽を見続ける二人であった。










ロキシーの理想




　魔大陸某所、某町。

　そこで、二人の女が道端に座り込んでいた。

「今回も空振りでしたわね」

「ええ、でも、確実に近づいています」

　ロキシーとエリナリーゼ。

　二人はその町でも大した情報を得られなかったことに落胆しつつ、通りをボンヤリと眺めていた。

　会話は少ない。特に話すこともないからだ。

　何も考えず、最後の一人であるタルハンドの持ってくる情報を待つのだ。

　と、思っていたのはロキシーだけであったらしい。

「あら、いい男」

　エリナリーゼは道行く男性を見て、妖艶に目を細め、舌なめずりまでしていた。

「ロキシー、ちょっと行ってきま」

「ダメです」

　そのまま夜の蝶へと変身しようとしたところを、ロキシーに止められた。

「もう、ロキシーったらお子ちゃまなんですから」

　お子ちゃまと言われ、ロキシーの額に青筋が浮かんだ。

　ロキシー自身、自分は子供っぽいのかなと思っている部分はあるが、でも子供ではないのだ。

「や、別に行為そのものをとがめてるわけじゃありません、タルハンドさんが戻って、情報のすり合わせを行ってからにしてくれと言ってるんです」

「あー、もう……わかりましたわよ」

　エリナリーゼはそう言って、ドスンと腰をおろした。

　彼女は男好きのビッチであるし、男と致すためだけに生きているような女であるが、しかし優先順位を間違えるほど頭が悪いわけではないのだ。

「……」

　そのまま二人は、無言で人の列を眺めた。

　時刻は正午、日が高い。日陰で座っていれば暑くないが、日差しは強く、汗だくで歩いている者も多い。

　と、そこでエリナリーゼがキッと目を細めた。

「ロキシー、右前方、鼻のでかい、黒い肌の魔族」

「ポッゾ族ですね……彼が何か？」

　そのただならぬ気配に、ロキシーもローブの下で杖を握りしめつつ、聞き返した。

　エリナリーゼは緊張の面持ちのまま、言葉を続けた。

「あの顔、あの歩き方、間違いありませんわ……」

「……」

　名のある賞金首か何かなのかとロキシーが緊張する。

　自分たちは賞金になど興味はないが、しかし大量殺人犯が目の前を通っていると知れば、誰だって緊張するものだ。

「間違いなく、アレがでかいですわね」

　ロキシーがずっこけた。

　アレとはすなわち、生殖器のことだろう。

「真面目な顔をして何を言うんですか」

「わたくしは、いつだって真面目に品定めをしてますわよ」

「…………見ただけで、わかるんですか？」

　エリナリーゼが嬉しそうに振り返った、その顔には下卑たオヤジのような嫌らしい笑みが張り付いている。

「あっらぁ～、ロキシーったら、興味ありますの？」

「こ、後学のために、知っておいても損はないかと……！」

「クスクス、そうですわね……もちろん、見ただけで全てがわかるわけではなく──」

　講義が始まる。

　鼻が大きい男はアレもでかいだの、歩き方がシャンとしている男は育ちがいいだの、アレに自信のない男は熱心だの、背の小さい男は必死なことが多いだの。

「な、なるほど、勉強になりますね」

　信憑性が高いんだが低いんだかわからないような話だったが、ロキシーは真面目に聞いていた。

「でも、一番大事なのは、自分の好みに合うかどうかですわね」

「好み、ですか？」

「わたくしは割りと誰でもイケますけど、それでも生理的に受け付けない相手はいますもの。苦手な相手を最初に選んでしまうと、その後も苦手意識がついてしまいますわ」

　そういうものなのだろうか、とロキシーは素直に考える。

　エリナリーゼが嘘をついているとは考えない。

　彼女は、勉強熱心なのだ。

「ロキシーの好みは、どんなお方？」

「そうですね……」

　ロキシーは通りを見ながら、少し考える。

　通りを歩くのは、ほぼ魔族だ。他の種族は見当たらない。

　なにせここは魔大陸であるから。

「やはり、人族ですね」

「あら、そうなんですの？」

「はい。ミグルド族は魔族の美的感覚では相手にされませんが、人族ならこんなのでも相手にしてくれる人がいると聞きます」

　自分で言っててため息が出るような理由だった。

　しかし、エリナリーゼは特に何も言わなかった。身の丈に合った相手を選ぶのも相性だと思っているのだ。

「なるほど、それから？」

「それから……背の高い人がいいですね。見上げるぐらいが好みです。あと、胸板がガッチリしている感じで、でもあんまりムキムキしてるより、見た目スラッとしている方が好みですね、触った時に「あ、逞しい」ってわかるぐらいで……顔立ちはアスラ王国で美男子と呼ばれている顔より、もう少しあっさりめな方がいいです。それと、やはりわたしのことが好きでいてくれる相手がいいですね。常に見てくれるというか、ふと見上げた時に目が合って笑いかけてくれるような。後は特には……あぁ、お金は別になくてもいいですね、むしろわたしが稼いであげたいですので、それを許してくれる人がいいですね。男性の中には、結婚したら女性を家に閉じ込めたい人もいるらしいですが、わたしは自由が欲しいです。もちろん、旦那様が『お前は俺のものだ、家からは出さないぜ』と言うのなら従いますが……」

　と、そこでロキシーは気づいた。

　エリナリーゼがニヤニヤしながら自分を見ていることに。

「ロキシー……誰も結婚の話までは、してませんわよ？」

「～～～～！」

　ロキシーは真っ赤になって帽子の鍔を押さえた。

　妄想が過ぎた。

　そして、エリナリーゼはそんなロキシーを見ながら、ふと思った。

（これは、彼女に男ができるのは、当分先ですわね……）

　ロキシーに彼氏ができる日は遠い。










王子様とお姫様




　それはノルンがまだ四歳になったばかりの頃。

　当時、ノルンはまだまだ幼かった。

　母やメイド、妹が唐突に消えてしまったことで、一つの不安を抱いていた。

　もしかして、父も突然消えてしまうのではないか。

　朝起きると隣のベッドはもぬけの殻で、自分はひとりぼっちになってしまうのではないか。

　そう考えて夜も眠れず、泣きながらパウロにすがりついてしまうこともあった。

　そうした時、パウロは決まって、ノルンに『お話』をしてあげることにしていた。

　自分も小さい頃、乳母にお伽話を聞いて育ったから。

　最初は、自分自身が小さい頃に乳母に聞いたお伽話が中心だった。

　だが、一年もしないうちに話のネタは切れ、次第に自分が冒険者だった頃の話をするようになった。

　パウロはそんな現状に不満を抱いていた。

　なにせ、自分の若い頃の話である。

　当時の自分と言えば、女を見ればナンパをし、酒を飲めば暴れ、剣を持てば調子に乗る、ヤンチャで身の程知らずで後先を考えない馬鹿の代名詞であった。

　そんな自分のことを語るのは恥ずかしかったし、娘には到底言えないようなこともたくさんやってきた。

　調子に乗るとつい自慢げに話してしまいそうになるが、女冒険者を口説き落として抱いた話など、ノルンに語れるものではない。ルーデウスならまだしも。

　最初はそうした部分を避けて話していたが、最近は語れる『お話』も少なくなってきてしまった。

　かといって、乳母から聞いたお伽話に戻したら、ノルンはがっかりした顔をしていた。

　彼女は新しい話を渇望しているのだ。

　話のネタがない。こういう時、旧友であるギースがいれば、実際に起きた出来事をあれやこれやと脚色して語ってくれるのだが……。

「ん？」

　パウロが悩みながら夕暮れの道を歩いていると、ふと、道の脇に目がいった。

　露店であるが、売っているものは食べ物でも刀剣類でもなく、紙の束だった。

　本というほど体裁が整っているわけではなく、分厚くもなく、値段も安い。

「なんだ、こりゃ？」

「……」

　店主らしき男の返事はない。

　かといって無視しているわけでもなく、彼は脇にあった紙を一枚手に取ってパウロに見せた。

『私は元吟遊詩人です。物語を売っています』

　そう、書いてある。

　なぜそんなものを、と見ると、彼の左手の指は何本かが欠けてなくなっており、喉のあたりには大きな傷跡が残っていた。

　彼は弾き語りをしながら世界を渡り歩く吟遊詩人だったが、何らかの原因で指と喉をやられ、食うに困って今まで語ってきた物語を文字に起こして売り出してみたのだろう。

「へぇ……」

　パウロはボンヤリとした頭で、商品のタイトルを幾つか覗いてみた。

　定番の英雄譚や、最近流行りの青髪の冒険者の詩が多かったが、それ以外のオリジナルとなると、恋物語が多いようであった。

（……恋物語か）

　パウロは思った。

　ノルンはまだ幼いが、女の子である。

　自分の泥臭くてオチのない話より、こっちの方が喜ぶのではないだろうか、と。

「よし、買うぜ」

　パウロは自分の思いつきに満足し、手持ちで買えるだけの物語を購入、その場を後にした。




　その日の晩。

　パウロはいつものようにノルンに『お話』を聞かせるべく、ベッド脇の椅子に腰掛けた。

「今日は面白い話をしてやろう」

　そう言うと、ノルンの顔がワクワクしたものに変わった。

　パウロはその顔を見つつ、懐から今日買ってきた冊子を取り出した。

　題名は『姫と悪魔の王子様』。

　よくあるスタンダードなお伽話で、話の筋は簡単だ。

　エイサというお姫様が花畑で遊んでいるところに魔王がやってきて、彼女を花嫁にすべくさらってしまう。エイサは魔王の虜になるのを嫌がり、魔王に知恵勝負を挑んで見事それに打ち勝つ。すると魔王の呪いが解けて王子様となり、改めてお姫様に求婚を申し込む。お姫様はそれに応じて、二人は幸せに暮らしましたとさ、というお話だ。

　パウロも似たような話を乳母から聞いたはずだが、あいにくとパウロはその手のお話を覚えてはいなかった。

　パウロは小さな頃からヤンチャな男の子だったし、女の子が知恵を武器に活躍する話より、勇者が力でドラゴンを退治する話のほうが好きだったからだ。

　だからこそ、この手の話が女の子には一番だろうという確信めいたものもあった。

「昔々あるところに、エイサというお姫様がいました──」

　ノルンもさぞ気に入るだろう、そう思いつつ、パウロは冊子を読み始めた。

「むぅ～……」

　だが、話を続けるにつれて、ノルンのワクワク顔が、次第にむすっとしたものに変わっていった。

　おかしい、女の子の気に入りそうな話だと思ったのだが、まだ彼女には早かっただろうか。

　そう思っていた時、ノルンが不満気に口を挟んだ。

「ねぇ、お父さんはいつ出てくるの？」

「あ？　いや、このお話にお父さんは出てこないぞ？」

「わたし、お父さんのお話がいい」

　パウロは知らぬことであるが、ノルンは『父のお話』を聞くのが好きだった。

　父が若い頃にした、ムチャな大冒険のお話が好きだった。

　父は話の最中で所々言葉を濁すこともあったが一生懸命わかる言葉で語ってくれていたし、昼間は忙しそうにしている父が自分だけの父になるこの時間を、ノルンは幼いなりにかけがえのないものだと感じていたのだ。

　それになにより父自身の話、というのが良かった。

　ノルンは父のことが誰よりも好きだったから。

「そう言われてもなぁ……お父さんの話は、もう全部しちゃったんだ」

「エイサより、お父さんのお話がいい！」

　そう言われ、パウロは呆気に取られつつ、冊子を閉じた。

「ノルンがそう言うんなら、それでいいけど……同じのしかできないぞ？」

「同じのでもいい。お父さんとお母さんが初めて会った時のお話、聞かせて」

　パウロは困った顔をしつつ、それでいいならと話を始めた。




　数分後、パウロはノルンが幸せそうな顔で寝入ったのを見て、苦笑した。

　彼女のために買ってきた大量の冊子は無駄になりそうだが、ノルンが幸せそうならいいかと思いながら。










ギース・ウォーズ




　一人の偉大なる冒険者の話をしよう。

　その冒険者の名はギース。魔大陸生まれとは思えないほど学があり、見た目からは想像できないほどのタフガイだ。

　冒険者ギースの逸話は数あるが、さて、今日はどの話をしようか。

　そうだ、かの伝説的魔術師ルーデウス・グレイラットと出会った時のことを語ろう。




　あれはそう、大森林の奥に悪竜『ネイトカザリオン』が住み着いて悪さをし始めた頃の話だ。

　ネイトカザリオンの吐く息には毒が含まれており、近隣の獣族は全滅の危機に瀕していた。

　何人もの獣族の勇者がネイトカザリオンを討伐しようと森の奥へと入っていったが、誰も帰らなかった。

　ギースは勇者ではなかったが、獣族には恩があった。かの魔物『ヘモモパンタマス』を討伐した時に、獣族の知恵と鼻を借りたのだ。

　ゆえに、ギースはその恩を返すべく、悪竜を討伐しようと心に決めた。

　だが、悪竜は大森林の奥の奥、溶岩と火炎樹に囲まれた『炎の森』にいる。

　ギースがいかに強靭かつ俊敏な肉体と、鋭敏な感覚を持っているとしても、一人で足を踏み入れれば、ひとたまりもないだろう。

　そこでギースは仲間を探すことにした。

　ギースは盟友であるパウロ・グレイラットを訪ねた。パウロはかの悪魔『タンテルテリオン』を討伐した時に共に闘った剣豪だ。

　しかし、彼はかの戦いで深手を負っており、すでに戦えぬ体となっていた。

　誘いはすげなく断られた。

　だが、パウロは言った。

「魔術師である我が息子ルーデウスならば、炎の森を凍りつかせ、通ることができるだろう」

　だが、ルーデウスは数年前に旅に出たっきり、行方不明になっている。

　しかし、ギースはルーデウスの居場所に心当たりがあった。

　獣族の村で奇妙な噂を聞いたのだ。一人の人間の魔術師が獣族の秘宝を盗もうと村に侵入し、投獄されたのだという噂を。

　ギースはこれに違いないと考え、獣族の村に戻った。

　獣族の村はギースを快く迎えてくれた。だが、罪人への面会は聞き入れてくれなかった。

　そこで、ギースは一計を案じた。

　夜中に見張り番に、獣族の好物であるペリンギテリンギの肉と酒を差し入れたのだ。

　見張り番は優秀な男であったが、好物の匂いにたまらず持ち場を離れて貪り食うと、そのままグーグーと眠ってしまった。

　ギースはしめしめと牢屋に入った。

　すると、そこには一人の男が全裸で寝ていたのだ。

「ようこそ、人生の終着点へ」

　彼こそがルーデウス・グレイラット。

　盟友パウロの息子にして、聡明なる頭脳を持つ最強の魔術師だ。

「悪竜『ネイトカザリオン』を倒すのに、力を貸してほしい。その代わり、ここから出してやろう」

　正面からそう頼み込んだギースに対し、しかし、ルーデウスは条件を突きつけた。

「ここから出してもらうだけでは割に合わない。まずはその上着をいただこうか、この格好では寒くてかなわん」

　ギースの上着。大熊『スクラムパザルド』の毛皮から作られた、この世に二つとない逸品である。

　売ればアスラ金貨にして一〇〇〇枚、いや二〇〇〇枚はするであろう。

「こんなものでよければ、いくらでもやろう」

　だというのに、ギースはルーデウスにあっさりと上着を差し出した。ギースにとっては金よりも、悪竜を退治し獣族を救う方が大事なのだ。

　その態度に、ルーデウスは感銘を受けた。

「なんと気持ちのいい男か、さすがは噂に違わぬ大冒険者。よろしい、喜んで力を貸そう」

　実はルーデウスという男は、占いによって自分がギースと出会うことを予知していたのだ。

　そこで一計を案じ、ギースという人物の人となりを確かめたのだ。

「実は私も、悪竜『ネイトカザリオン』を討伐しようと思っていたのだ。だが『炎の森』は越えられても、私では奴の表皮に傷をつけることはできない。奴の鱗は鋼を通さず、火も氷も効かないのだ」

「なるほど。だが、俺には神獣『スフィンクロス』より賜った神剣がある」

　ギースはそう言って、腰に下げた剣を抜き放った。

「おお、それはまさしく竜殺しの剣『ゼテス』！　これを使えば悪竜『ネイトカザリオン』とて、ひとたまりもあるまい」

　ルーデウスは大きく頷いた。

　神剣を持つギースと、全ての魔術を使いこなすルーデウス。

　伝説的な二人はこうして出会い、ネイトカザリオンを倒すべく旅立ったのであった──。





※この物語はギースによる捏造です。『無職転生』の登場人物・団体・地名とは一切関係ありません。












人形発見伝




　ザノバ・シーローンがその人形を見つけたのは、ラノア王国へと留学に行く途中、アスラ王国にある何の変哲もない町でのことだった。

「ほう」

　露天に並ぶ人形の中でも、特に異彩を放っているその一体を一目見た瞬間、ため息が出た。

　大きさはせいぜい、親指を一回り大きくした程度。

　アクセサリなのか、人形は銀色に輝く鎖に繋がれている。

「いや、装飾品ではないな」

　ザノバはそれを手に取って、まじまじと眺めた。

　店主がにこやかな顔で何かを言っていたが、ザノバの耳には入っていない。

　彼はすでに、手中にある人形に夢中であった。

「ふむ、遠目には銀に見えたが、銀ではないな……かといって鉄でもない……メッキか？　……しかし何か妙だ」

　人形から伸びる鎖は、銀色にキラキラと輝いている。

　だが、人形に精通したザノバの指先は、それが自分の知る物質ではないと主張していた。

「本体の方も……か」

　着色済みの人形。

　その本体は、やはりザノバの知っている材質ではなかった。

　金属ではない。かといって、土から作られているものでもない。

　軽く力を入れればぺこりと凹むが、内側から押し返せば、すぐに元に戻った。

「しかしこちらは塗装が剥げている」

　元は鮮やかな色に塗られていたであろう人形だが、誰が見てもわかるように塗装が剥げて、地の色が見えてしまっていた。

　地の色は肌色が近いか。

　塗装技術も、やはりザノバの知るものではない。これほど均一に、かつ綺麗に塗れる職人は、存在すまい。いたとしても、宮廷に雇われるレベルの腕を持つ有名人だろう。

　しかし、この作品自体は職人にとって手慰みなものであるのか、細部がやや手抜きをされているように見て取れた。

　服と肌の境目にあたる部分は、微妙にズレが生じている。

　これほど繊細な塗りの腕を持つ職人であるにもかかわらず、こんな杜撰なミス。あるいは、この人形を作ったのは、この職人にとって背に腹を変えられぬ事情があったのかもしれない。

　金に困ってか、あるいは権力に屈してか。

「ふむ」

　ザノバは周囲を見渡す。

　何の変哲もない、町の露店通りの一画である。

　そのような職人の一品物であるなら、なぜこのような場所にあるのか。

　作らせた者が借金のかたに売ったのであれば、このような場所に流れてくるものだろうか。

　ありうるだろうとザノバは考えた。

　この人形の塗りの手抜き加減を見て、捨て値同然で売り払ったのかもしれない。

「……造形は師匠のものに似ているか？」

　ルーデウスの持っていた人形は、体に対してやや頭が大きい。

　少女の人形だからそうなのだろうと思っていたが、魔族の男の人形もそうだったのだから、作風なのだろう。

「かといって、師匠の作風とは違う部分が多すぎる」

　ザノバはそこで一旦、思考を打ち切った。

　周囲を見渡す。

　自分を別の国へと送り届ける任務を帯びた護衛役が二人、あくびをしながら馬車で待っている。

　露店の主人は、長いことザノバが黙っていたのを見て、どうせ冷やかしだろうと、つまらなそうな顔で頬杖をついていた。

「主人、この人形はどこで手に入れた？　製作者の名はわかるか？」

「はぁ……？」

　店主は訝しげな顔でザノバを見た。

　先ほど無視したくせに、いまさらなんだと言わんばかりの顔だ。

「さっきも言っただろ、拾ったんだよ」

「どこで？」

「道端さ、アスラ国内なのは確かだな」

　適当に答える商人を見て、ザノバは「これはダメだ」と悟った。

　この男は商売人であるにもかかわらず、人形の由来や価値など、何一つわからないのだろう。

　そしてさらに思った。

　このまま価値がわからぬ男の手で、価値のわからぬ者に売られるのであれば、自分が持っていた方がいいだろう、と。

「おい、護衛の！」

「はい、なんでしょうザノバ様ー」

　気の抜けた声を発しながらザノバによってくる兵士たち。

　彼らに向けて、ザノバは言った。

「うむ、この人形を買うぞ」

　ザノバは当然のように言った。彼は王子である、自分では金は持ち歩かない。この旅の最中でも、それは変わらない。

「いや、買いません」

　しかし、兵士は軽く首を振った。

「なぜだ！　余の命令に逆らう気か！」

「いえ、今回の旅では、生活用の金銭は別に輸送しております。旅の道中に使う金銭は一切ありません」

「だが、この人形を見ろ！　こんな珍しいものはこの世に二つとないぞ！　ここで手に入れなければ、二度と手には入るまい。値段もそう高くはない、旅費を削っても買うべきだ！」

「なんと言われても、金はありません！」

　すげない兵士の言葉。

　お前は売りたいだろうと振り返ったザノバだが、店主はすでに売るのを諦めていた。

「ま、諦めたらどうだい？　お偉いあんたにゃわからんだろうが、この人形だって、別に言うほど安いわけじゃねえんだ」

　人形の値段は、アスラ王国の人間が丸一日、汗水たらして働いて得る報酬と同じ程度の値段をしていた。

　値下げ交渉を前提とした値段ではあるが、今は売るよりも、目の前の相手に世の中の厳しさを教えてやりたい気持ちが勝っていた。

「むぅ……」

「時には、諦めるってことも肝心だぜ？　こんなんでも、そこの兵士にとっちゃ高価なものだしな」

　もし、この人形がもう少し安かったなら、この兵士が気軽に買える程度の値段であったのなら。

　あるいは、塗装が剥げておらず、金具が壊れておらず、完璧な状態であったなら。

　誰が見ても逸品であるとわかるオーラを放っていたのなら、話は違ったかもしれない。

　しかし、残念ながらこれは、ただの薄汚れた人形である。

　ザノバのような慧眼の持ち主でなければ、ゴミにしか見えないものであった。

「さぁ、ザノバ様、行きますよ。補給も終わりましたし、さっさと次の町に移動しましょう。まだまだ先は長いのですから」

　兵士の強引とも言える言葉で、ザノバは人形の購入を断念した。

　後ろ髪引かれる思いでその場を去る彼には、確信があった。

　あの人形は、この世界において、非常に珍しいものであるという、確信が。




　──ザノバが、この人形の正体が『塩化ビニール製のキーホルダー』と知るのは、それから何年も後のことである。










エリスの３分クッキング




「今日のご飯は私が作るわ！」

　エリスの宣言は唐突に発せられた。赤竜の上顎へと続く森の中でのことである。

「そうよ！　ギレーヌと二人、初めての野宿だもの！　私が作ってあげるわ！」

　彼女らは現在、ある場所を目指して旅をしている。

　豊かなアスラ王国の街道を行く旅の中、ついぞ野宿をする機会はなかった。道中に立ち寄った村では質素ながらも、しっかりした食事にありつくことができた。

　本日が、二人が旅を開始して初めての野宿となる。

「……大丈夫なのですか？」

　あまりに自信満々なエリスの態度に、ギレーヌは危機感を覚えていた。少なくとも、彼女の知るエリスは、厨房に立つのにふさわしくない人物だった。剣を握ることと、包丁を握ることの違いがわかっていない人物だった。

　もっとも、ギレーヌも人のことをとやかく言えるほどではなかったが。

「まかせて！　これでもギースってヤツと一緒に旅をして、料理を教わろうと思ったこともあるんだから！」

「ギース？　猿みたいな顔をしたヤツか？」

「そうよ！　ミリス大陸で会ったの！」

　その言葉を聞いて、ギレーヌはほっとした。迂闊にも、ほっとしてしまった。

　エリスが「教わった」とは言っていないにもかかわらず、ほっとしてしまったのだ。

　エリスが旅の道中でギースと出会ったということは、ルーデウスから聞いていた。

　ギレーヌはギースという人物をよく知っている。

　彼の顔を思い出すと、同時に彼の作ったスープの味が舌に浮かんでくる。ゴミクズのような食材から作られたとは思えないほどに深いコクがあり、まろやかで、温かくてほっとする味。ギースと別れて十年以上経過した今でも、あの味を思い出すと、ダラダラとよだれが出てきてしまう。

「そうか、なら任せよう」

　ギレーヌの言葉を受けて、早速エリスは晩飯の支度を開始した。




　エリスが最初に行ったのは、スパイスを作ることだった。

　ギース、そしてルーデウスは、料理をする際には必ず木の実や葉っぱなどをすり潰して調味料としていた。

　どういったものを調合しているのかを、ルーデウスに見せてもらったことがある。

　道中ではルーデウスの真似をして、それっぽいものを集めておいた。

　黒い種のようなものや、黄緑色の葉っぱだ。少々形は違うが、些細なことだろう。

　ギレーヌもここまでは何の疑問も思わなかった。

（そういえば、ギースはいつもこんな感じだった）

　と、感心し、しきりに頷いていた。




　少しおかしいと思い始めたのは、エリスが野菜を炒め始めた時だ。

　スープを作るはずなのに、なぜかエリスは野菜を炒め始めたのだ。

　先ほど作ったスパイスは使わず、動物の脂を使って、強火で。

　はて、ギースはこんなことをしていただろうか、とギレーヌは不安に思ったが、しかし脂の弾けるいい匂いが漂ってくると、問題なさそうだと懸念を思考の外へと追いやった。




　本格的におかしいと思い始めたのは、エリスが肉をミンチにし始めたあたりだ。

　先ほど作ったスパイスと、炒めた野菜を肉のミンチに投入し、ぐちゃぐちゃと混ぜ合わせる。

　でも、その時点でもまだ、ギレーヌは何も言わなかった。

　ギースとパーティを組んでいた頃、鳥系の獲物を取ってくると「鳥は団子にすんのがいいんだ」と言いつつ、ミンチにしていた。その団子をスープに入れたこともあった気がする。

　今回取ってきた獲物は鳥ではなく猪だが……些細な問題だろう。

「あっ」

　と、ギレーヌが思わず声を上げたのは、エリスはその肉団子を、グラグラと煮立った鍋へとぶち込んだからだ。

「何よ、文句あるの？」

「……いや」

　ギレーヌの言葉を受けて、エリスも「あれ？」と首をかしげた。

　鍋の中では、肉と野菜がほぐれ、お湯を茶色く濁していた。

　エリスも一瞬、首をかしげた。ギースやルーデウスが作った時は、肉は団子のまま茹でられ、色を変えていったのに……と。

　しかしエリスはエリスである。

　広がっていく肉を見ながら、別に味は変わらないはず、と結論づけた。

「これでスープは完成ね」

　エリスは堂々とそう言い放ち、先ほど使ったフライパンを手に取った。スープは予定通りとはいかなかったが、もう一つの料理がある。

　ハンバーグだ。

　エリスはミンチにした肉団子を、火に掛けたフライパンへと投入した。

　もちろん、火力は強火である。

　ギレーヌの目の前で、肉の跳ねる脂に火が引火し、火柱を立てた。

「お肉は強火で焼けば焼くほど香ばしくなるわ！」

　というのは、ルーデウスからの受け売りであるが、彼がこのセリフを言い放ったのは、料理の失敗を適当にごまかした時である。

「なるほど」

　ギレーヌは納得した。

　そういうものか、覚えておこうとすら思った。




　そして、完成である。

　椀の中には茶色く濁ったスープ。表面には肉そぼろとぶつ切りの野菜が浮いている。

　皿の上には、黒々とした山が鎮座している。つなぎを使わずに作られた肉団子が崩れ、元々焼いてあった野菜が黒焦げになったのだ。

「さぁ、召し上がれ！」

「エリス……本当に、ギースはこんな料理を教えてくれたのか？」

「ギースは教えてくれなかったわ！　見て学んだのよ！」

「…………そうか」

　ギレーヌは危機感を覚えたにもかかわらず、よだれを垂らしながらエリスに料理を任せてしまったことを悔やんだ。戦いにおいて、あのような危機感が命取りになることを知っていたはずなのに。

　だが、いまさらである。

　目の前には、食べると危険であるとわかるにおいを放つ黒い塊が鎮座している。

　目の前の敵は、どれだけ強大でも、倒さなければならない。

（これは試されているのだ）

　ギレーヌは剣神流特有の考えで、そう結論づけた。

　主君は自分に何かを試している。そして、自分はそれに応えなければならない。

　今、目の前にあるものを食べることで、応えることができるのだ。

「……いただく！」

　ギレーヌは目を瞑り、祈りながらソレを口の中へと放り込んだ。




　ギレーヌが見知らぬ花畑の中で、フィリップとヒルダから「娘をよろしくたのむ」と言われたのは、その直後のことであった。










ハリウッド版無職転生　『元軍人のルーデウス』




　俺はルーデウス・グレイラット。

　三十四歳独身の元軍人で、人生を後悔している真っ最中のマッチョなナイスガイだ。

　つい三時間ほど前までは独身ではない、ただの元軍人だったのだが、ある日気付いたら離婚届がテーブルの上に置いてあった。その後、妻と娘の親権を争って裁判をしたが、あっさり負けて孤独の身の上となったのだ。

　軍人時代にＰＴＳＤを発症し、それを言い訳に家でＤＶを繰り返してきた俺に味方はいなかった。

　弁護士である実の姉のジェーンすらも妻の味方をした。さらに裁判沙汰になったとたん、勤めていた精肉工場も俺を解雇しやがった。

　最後の最後に半狂乱で暴れたり、無様に泣きじゃくってみたりもしたが、軍人時代の給料はほとんど慰謝料としてぶんどられ、手元に残ったのはなけなしの金と家だけだ。

　もっとも、そのなけなしの金も、酒代へと消えつつあるが……。

「……」

　俺は酒瓶を片手に、とぼとぼと町を歩く。

　妻が家を出ていった時の言葉が未だ耳に残っている。

『これでようやく平和になるわね』

　思い出すとムカムカしてくる。

　一体誰がこの国の平和を守ってやっていたと思ってやがるんだ。

「ちくしょう！」

　悪態をつきながら空になった酒瓶を投げ捨てると、ブサイクな猫が路地裏へと逃げていき、スケボーを持った子供が咎めるような目で俺を見てきた。

　子供はすぐにいなくなったが、彼を見て、少しだけ冷静になった。

「はぁ……」

　これからどうするか……いや、頭ではわかっている。

　まず金がないから、仕事を探すんだ。

　どうやって？

　そりゃ、もちろん、職業安定所を回ってだ。技術はある。運転に関しちゃ車から戦車、ヘリ、飛行機に至るまでなんでもいける。銃器の扱いも得意で、爆発物だってお手の物だ。

　もちろん、ＰＴＳＤを発症していなければ、だ。

　今の俺は、エンジン音や爆発音を聞くだけで使い物にならなくなるポンコツだ。搬送用のトラックの音が聞こえる度にブルッちまう奴だから、精肉工場の社長だって俺を解雇したんだ。

「………はぁ」

　詰んだ。

　ここにきて、俺は人生が完全に詰んだのを自覚した。

「チッ、神まで俺を見放したか」

　さらに雨も降ってきた。

　もう夏も終わり、肌寒くなってくる時期だ。

　冷たい雨は何年も着古したパツパツのタンクトップに難なく染み込み、容赦なく体温を奪った。

「………やりなおせればな」

　思わずそんな言葉があふれ、バケツをぶちまけたかのような雨の降る空を見上げる。

　そこには何もない、コールタールのような空があるだけだ。

「ん？」

　と、思ったその時である。

　ふと、目の端にあるものが飛び込んできた。

『あなたに第二の人生を』

　それは、脱サラして田舎で農地を経営したい人を集めている広告看板であった。

　その広告を見た瞬間、俺の第二の人生は始まった。










ハリウッド版無職転生　『聖級農業アドバイザー』




『元軍人のルーデウスは人生をやり直そうとカンザス州で農業をやることを決めた。

　新たに人生をやり直すと決めた彼だが、彼には農業のノウハウがなかった。

　コンバインに乗るだけで発症するＰＴＳＤ、雑草や害虫との戦いの中、彼の前に現れたのは農業アドバイサーのロキシー・ミグルディアであった。

　彼女はまたたく間にルーデウスに農業を教え込み、そして卒業試験の日がやってきた』




「これは脱帽ね……ルディ、合格よ」

　一面に広がる麦畑を見て、ロキシーは豊満な胸を揺らしながらそう言った。

　目の前に広がるのは、俺が一から作り上げた黄金色の小麦畑だ。

　遠目から見ても、麦の穂の一つ一つが重く垂れ下がっているのがわかる。見事な豊作だ。

「え？　でもまだ他の農地を見ていませんが？」

　そう言うと、ロキシーはわざとらしく肩をすくめた。

「必要ないわ。他の農地も同じ状況でしょ？　見て回る分だけ、収穫の時間がもったいないわ」

「あ、ああ」

　俺は自脱型コンバインのエンジンを入れて、収穫を開始した。

　ロキシーの勧めで購入した中古のコンバインは性能こそ無難だったが使いやすく、手足のように馴染んだ。収穫の時間は、あっという間だ。

　それでも終わる頃には、俺とロキシーは汗だくになっていた。

「おめでとう。これであなたも立派な農夫よ」

　汗だくになったいい女は、しっとりと濡れた前髪をかきあげつつ、俺の頬にチュッとキスをして、そう宣言した。

　その瞬間、俺の腹の底から何かが沸き上がってくるような奇妙な感覚があった。

　この感覚は知っている。

　達成感だ。

　ベトナムで作戦に成功し、戦友たちと抱き合った時の、あの感覚だ。

　俺はこの瞬間、農業を開始して初めて『第一歩』を踏み出したのだと実感した。




　翌日、もう教えることは何もないと俺の元を去るロキシーを見送り、俺は泣いた。

　彼女には本当にいろんなものを教わった。

　知識、経験、技術。

　彼女がいなければ、俺は今もなお、一人でＰＴＳＤと戦い続けていただろう。

　そう、なにより彼女は俺のＰＴＳＤを治してくれた。

　それはコンバインに乗れるようになった。ただ、それだけのことだ。

　だが俺はもう、機械の駆動音に怯えなくて済むのだ。

　彼女は、妻も娘も、昔の戦友も軍医も、誰にもできなかったことを、やってのけたのだ。

　尊敬しよう。

　あのグラマーでセクシーな金髪ブロンドの女性を、尊敬しよう。

　俺は遠ざかるロキシーの背中を見ながら、そう心に誓ったのだった。










ハリウッド版無職転生　『カンザスシティのエルフ』




『シルフィエットはカンザスシティのスラムに住むストリートチルドレンの少女である。

　彼女はいつものようにゴミ山で売れそうな廃材を探していると、チンピラが警官を殺害する現場を目撃してしまう。実行犯の顔を見てしまったシルフィは、彼らから命を狙われる羽目になってしまった。

　チンピラから逃げ回るシルフィの前に現れたのは、小麦の販売契約を取り付けにきた元軍人のルーデウス・グレイラットだった。

　ルーデウスはあっという間にチンピラたちを叩きのめし、彼女を救った』




　俺は少年を追いかけていた黒服の男めがけて、手に持った林檎を投げつけた。

　林檎は見事に奴らの後頭部に命中し、黒服の頭を汁まみれにさせた。

　黒服たちは「ファック」と言い残し、走り去っていった。

　残ったのは、少年一人だ。

「ねえ、なんで、助けてくれたの？」

　少年はガリガリに痩せていて、まさにストリートチルドレンという感じだった。

　まるでお伽話に出てくるエルフのようだ。そう思うと、心なしか耳まで尖って見える。だが、残念ながらエルフと違って、あまりにも小汚い。

「そりゃ……弱い者の味方をしろって学校で教わったからさ。海兵隊の戦術学校でだけどな」

「でも、さっきの奴らに報復されない？」

　されるだろうな。

　だが、それはあくまで、奴らがきちんとしたマフィアやギャングだったらの場合だ。

　警察と癒着してるギャングだったら、俺の命も危ない。

「大丈夫だ。奴らは警官を殺したんだ。なら、国有ギャングからの報復が先さ」

　もちろん、そこまで考えて行動したわけじゃない。

　俺にそんだけ考えられる頭があるなら、妻と娘に逃げられたりはしない。

　そう思って歩き出すと、少年がついてきていた。

「なんだ？　ついてくるな」

「奴らが警察に捕まる前に殺されるかも……」

「かもな」

「ねぇ、少しの間でいいから匿かくまってよ」

　図々しい子供だ。

　自分から首を突っ込んでおいて何だが、そこまで面倒は見られない。

「ねえ、お願いだよ……頼むから……」

　だが、この少年を見ていると、出ていった娘の顔を思い出してしまう。全然似ていないのに……。

「わかった、わかったよ！」

「ほんと!?」

「だが、匿う代わりに、俺の手伝いをしてもらう。農作業だ！　海兵隊の訓練並に厳しいぞ！」

「わかった！　やる！」

　そう言うと、少年はパッと顔を輝かせた。

　やはり子供の笑顔はいい。なんで俺はそれがわかっていたのに、家族にあんなことを……くそっ。

「そういや、名前を聞いてなかったな。俺はルーデウス」

「シル……フ……」

「いい名前じゃないか。まるで風の精霊のようだ」

　そう言うと、シルフィは顔を赤くして「うん」と頷いた。










ハリウッド版無職転生　『ジャマイカの英雄』




『俺はタフでクールなナイスガイ、元軍人のルーデウス・グレイラット。

　ＰＴＳＤで退役した後、良家のお嬢様の家庭教師を始めたんだが、こいつがまたとんだじゃじゃ馬だった。

　どうにかこうにかじゃじゃ馬を乗りこなして勉強を教えてたんだが、豪華客船なんかに乗ってしまったもんだからさぁ大変。当然のように難破しちまった。

　タフな俺がお嬢様だけは助けなければとなんとか抱えて泳ぎ切った先は、見知らぬ土地。

　ベトコン時代から夢に出てくるファックな神様の説明によると、ここはどうやら南アメリカ大陸らしい』




　目覚めると、男が座っていた。

　俺は即座に身を起こして焚き火を飛び越えると、その男のこめかみに銃をねじ込むように押し付けた。

「何者だ！　まさか神の使いとでも言うつもりじゃないだろうな！」

「ヘイヘイヘイ！　落ち着けって！」

「俺たちに何をした！」

「助けてやったんだよ！　お前らの国じゃ、命の恩人に弾丸をプレゼントしろって学校で教えんのか!?」

　助けたと聞いて、俺は疑いながらも銃を離した。

　俺の頭の神様は、大抵は正しいことを言う。

　だが肩をすくめながらつまらんジョークを言う時もある。気をつけなきゃいけない。

　そう思いつつ、奴の姿を見てみる。

　エメラルドグリーンの髪、赤い宝石のようなピアスを鼻につけ、顔には縦断するような傷、そして黒曜石のような黒い肌。

　極めつきには、脇に置いてあるラジカセとマラカス。

　訓練兵時代、軍事教官のロキシーから教えられた人種が思い浮かぶ。

　ジャマイカ人だ。

「何がどうなってる……」

「お前らはそこの浜辺に倒れていた、そこに俺が通りかかった、そこで俺はお前らを引き上げ、焚き火に当てて乾かしてやった。つまり助けてやった、簡単だろ？」

　なるほど、簡単だ。

　と、思っているところでエリスお嬢様が目を覚ました。

　彼女は初めて見るジャマイカ人を見て驚いたが、所詮はただのジャマイカンだ。子供の頃に聞かされた悪魔というわけでもない、冷静に対処してくれた。

「……私はエリスよ。こっちはルーデウス。よろしく」

「おいおい、歳食ったおっさんよりこっちのチビの方が礼儀正しいじゃねえか！」

「あなたも名乗りなさい！」

「オーケイ、俺はルイジェルド。旅のミュージシャンだ。この南アメリカ大陸をグルグル周りながら新曲を作っている」

　どうやら、この男はルイジェルドというらしい。

　もっとＤとかＪとかついた名前だと思ったが、そうでもないようだ。

「よし、気に入ったぜお嬢ちゃん、あんたを故郷まで送ってやる。俺の愛車でな」

　エリスが事情を話すと、彼は親指で後方を指した。

　その方向には、トライデントマークが鈍く輝くイタリア車が鎮座していた。かなりの年代物だ。

「いいの？」

「ああ、ただし車内ミュージックにケチを付けんなよ。あれは俺の魂だ」

「もちろんよ」

　俺があれこれと考えている間にも話は勝手に進み、エリスは意気揚々と車に乗り込んでしまった。こうなってしまったなら仕方ない。せめて護衛として、エリスを送り届けることだけを考えよう。

「ちなみに、ここはどこなんだ？」

「ウシュアイアさ、アルゼンチンの最南端だ」

「あぁ、まさに災難続きってわけだ」

　こうして、俺たちは奴の車で南アメリカ大陸を縦断することになった。










無職転生　学園モノ編　シルフィエットの場合




　ボクの名前はシルフィエット。十七歳、花の女子高生！

　今日から新学期。ボクも二年生！　後輩の模範になるように行動しなくっちゃ。

「うぅ～、遅刻遅刻！」

　と意気込んでたんだけど、初日から寝坊しちゃって大ピンチ！

　このままじゃ模範どころか、反面教師になっちゃうよ！

　というわけで、ボクは朝ごはんのジャムパンを咥えながら、学校に向かってダッシュ中なのだ。

　このペースで行けばギリギリ間に合いそう。

　そう思った次の瞬間。

「あいたっ！」

　曲がり角から飛び出してきた何かにぶつかってしまったのだ。

　ボクは尻もちをつきつつ、宙を舞うジャムパンを呆然と見上げていた。

　ジャムパンは空中でくるくると回転し、案の定、ジャムがついた方を下にして落ちた。

　これじゃもう食べられない。いや、落ちた時点で食べられないんだけどさ。

「いたた……」

　と、見ると、ボクとぶつかった人物も尻もちをついていた。

　明るい茶髪に、綺麗な顔立ちをした……って、やばい、すごくかっこいい男の子だ……。

「あ、あの、すみません、大丈夫ですか？」

「え？」

　慌ててそう言うと、彼は顔を上げてボクを見た。

「……あ」

　彼は一瞬、嬉しそうな顔をした。

　なんだろう。この顔。

「久しぶり！」

　久しぶり？

「僕だよ、僕！」

　俺俺詐欺だろうか。こんなカッコイイ子を忘れるとは思えないのだけど。

　見れば、ボクの通っている学校と同じ制服を着ているし、知り合いでもおかしくはないし、ぶっちゃけどこかで会った気もするんだけど……。

「あれ？　忘れられちゃったかなぁ……え～と、シルフィだよね？」

「はぁ……」

　確かにボクはシルフィだけどさ。

　彼は後頭部をぽりぽりと掻きながら、言葉を選ぶように視線を彷徨わせた。

　そして、その視線が、ある一点で止まった。

「……っ！」

　ボクはあわてて、おっぴろげになっていた足を閉じた。

　ころんだ拍子にスカートがめくれ上がり、パンツが丸見えになってしまっていたのだ。

　ボクの動作に合わせて、同時に彼がさっと顔を逸らした。

　この反応……「見た？」などとわざわざ聞くまでもない。

「キャアアァァァァ！」

　結局、その日は遅刻した。




　始業式には遅刻したものの、特に廊下に立たされることもなく、ホームルームが始まった。

　クラス替えに伴い、自己紹介が行われる。

　こういったレクリエーションは一種の伝統行事だ。

　進学系の学校にいくと必要ないと割りきってやらないかもしれないけど、ボクはこの時間が結構好きだったりする。

「シルフィエットです。得意な魔術は水と風属性。部活は召喚魔術部です。よろしくお願いします！」

　ハキハキと、じゃっかん高めかつ大きな声でそう喋ると、周囲から拍手が起きる。

　今朝、あんなことはあったものの、二年生の学校生活の滑り出しとしては上々な自己紹介だ。

　思えば、昔は自分のことを喋るのは得意じゃなかった。

　というのも、小学校低学年の頃、ボクはイジメられていたからだ。家が貧乏で、髪の色も他の子と違ったから、というのもあるけど、イジメられた一番の原因は自信がなかったからだ。

　そんなボクを助けてくれたのは、ルーデウスという少年だった。

　今でも憶えている。イジメっこたちの前に立ちふさがってくれたルディ。ボクに魔術を教え、自信をつけさせてくれたルディ。ボクを男の子だと思っていきなりパンツを脱がせたルディ……。

　最後のは少し忘れたい思い出だけど……でも、小学二年生の時に転校しちゃったんだよね。

　あれ、そういえば今朝の人、ルディに似ていたような……。

「ルーデウス・グレイラットです。アスラ高校から転校してきました。得意魔術は土と水です。部活はまだ決めていません。これからよろしくお願いします」

「えっ？」

　唐突に聞こえた自己紹介に、思わずそちらを振り向いてしまう。

「ん？」

　そこには、今朝方ぶつかった男の子がいた。

「え？　ルディ？」

　遅刻してきたからか、同じ教室にいるのに気づかなかった。

「あ、思い出した？　今朝はごめんね」

　男の子──ルディは、そう言って、にこやかに笑った。

　ボクはその笑顔に釘付けになってしまった。

　あのルディが、小さい頃から大好きだったルディが、こんなにかっこよくなって、ボクに向かってこんな笑顔を……。

「おいおいシルフィ、あんま熱い視線を送ってやるなよ、転校生困ってるぞ！」

　ルークの言葉で、教室が笑いに包まれた。

　ボクは口元を押さえながら前を向き直り、ルディは苦笑しながら自分の座った。

　でも、ボクの口はニヤケっぱなしだった。

　ルディがこの学校に転校してきた。これから一年は、あのルディと一緒にいられる。

　そう思うと、ボクの胸は否応なく高なるのだった。










無職転生　学園モノ編　ロキシーの場合




　わたしの名前はロキシー。ロキシー・ミグルディア。

　私立シャリーア学園に通う十八歳。花の女子高生。

　といっても、中学から身長が伸びず、周囲には子供っぽいと言われ続けているチビっこです。

　ともあれ、今年は三年生。今年の夏で部活も終わりだし、気合を入れて頑張りましょう。

「と、思っていたのに……！」

　私はパンを咥えて走っていた。

　朝起きると、時計の針が想定外の時間を指していたのだ。

　気づいた瞬間ベッドから跳ね起き、まろびつつ慌てて制服に着替え、昨晩のうちに用意しておいた鞄を掴み、ついでに食パンを一つ掴むと、そのまま外へと飛び出したのだが、到着はギリギリといったところだろう。つまり……。

「練習初日から遅刻なんて……！」

　このまま遅刻すれば、わたしが築き上げてきた知的で優秀なイメージが壊れてしまう。

　これまで大きなミスをせず、クラスでは常にトップをとり続け、部活では全国クラスの選手と謳われ、後輩にも慕われてきたのに……。

　とはいえ、昔からそうだった。わたしはここぞという時に、何かしら間抜けなミスをするのだ。

　中学最後の夏もそうだった。相手の火属性前衛を止めるのは、水属性後衛である私の責任だった。あそこできっちりと自分の仕事ができていれば、時間切れで勝利だったのに……。

「……あっ！」

　と、そんな風に過去を振り返っていたわたしは気づかなかった。

　丁度、曲がり角から一人の少年が飛び出してくるところを。

　彼も気づいたらしく、目が合った。

　そして、理解してしまった。すでに回避が不可能であることを。

「っ！」

　正面衝突。私は衝撃で後ろに跳ね飛ばされ、咥えていたパンは口元を離れて宙を舞った。

「いった……どこ見て走っているんですか！」

「すいません、急いでいたもので」

　自分のことを棚にあげたわたしの言葉に、彼はわたし同様尻もちをつきながら、そう謝った。

「……！」

　わたしはその顔を見て、ハッと息を飲んだ。

　近年稀に見るタイプの顔だったからだ。

「……」

　そして彼もまた、ハッとした顔で私を凝視していた。

　もしかして、彼も私がタイプだったのだろうか、いや、そんなまさか、こんな幼児体型で未だ中学生に見間違えられるこの私がタイプなわけがない。

　あれ？　そもそも彼は、私の顔を見ていないような、もっと下の方を……。

「わぁっ！」

　私は慌てて、おっぴろげになっていたスカートを正した。

「す、すみません！」

　彼は顔を真っ赤にして謝ってきたが、しかし、その表情もいい。むしろこんなものを見せてしまってごめんなさいと言いたくなる。

「ま、まあ、見られて減るものじゃありませんし、許してあげます」

　なんだか奇妙な気持ちになって、わたしは立ち上がった。

「では、朝練があるので、これで！」

「あ、まっ……」

　制止の言葉を振り切って走ったが、結局その日は朝練に遅刻した。




　その日の夕方。

　授業を終えたわたしは部活へと向かった。

　初日から朝練に遅刻して主将に怒られ、後輩にも笑われてしまったが、今日は新入生も入部してくる。

「さて、今日は新入部員が入ってきます。さぁ、並んで」

　顧問のジーナスの言葉で、一年生が並べられた。

「端から自己紹介をどうぞ。経験ありの人はポジションと属性もお願いします」

　顧問の言葉で、端から次々と自己紹介がされる。

　今年は経験ありの子が多いようだ。選手層が厚くなるのはいいことだが、中学でぶいぶい言わせていた子だと先輩に対して大きな態度を取る子も多い。わたしも一年の頃はそうだった。チームの和をよく乱していた。調子に乗っていたのだ、当時は。

　だが、わたしも今は三年生で、全国選手だ。ここはビシッと先輩らしい威厳を見せていきたい。

　そう思ったのだが最後に一歩前に出た人物を見て、自分の顔が歪むのがわかった。

「初めまして。ルーデウス・グレイラットです。ポジションは中衛で、土水のバランスです！」

　今朝の彼だった。

　威厳どころか、パンツを見せてしまった彼だ。

「知っている者も多いかと思いますが、ルーデウス君は中学全国大会のＭＶＰプレイヤーです。もちろん中学は中学、高校は高校だから特別扱いはしませんが、二年、三年は彼にポジションを奪われないように頑張ってください」

　顧問の言葉は、我々への配慮によるものでしょう。

　中学ＭＶＰ。戦力になるのは間違いありませんが、チームの和が乱れそうですね。

「ルーデウス君からも、何か一言あるかな？」

「はい！　ロキシー先輩と一緒にプレイするのが夢でした！　頑張ります！」

　そんな言葉で、三年生たちの顔が一斉にこちらを向いた。中には、ひゅーひゅーと口笛を吹いている奴もいる。

「え？」

　いや、私も全国区の選手だし、ファンもいてくれるかもしれないけど……え？

「俺、ロキシー先輩に教えてもらってこの競技始めました！　中学は別々になっちゃったから先輩は覚えてないかもしれないけど、ずっと目標にしてきました！」

　そんな言葉で、わたしは思い出した。

　小学生の頃、わたしが通っていたクラブに、一日だけ顔を出した子がいたのを。

　その日、わたしがその子に、少しだけ攻撃魔術を教えてあげたのを。

「これからよろしくお願いしますね、ロキシー先輩！」

　にこやかに笑う好みのタイプの男子に、わたしの胸は知らず知らずのうちに高鳴るのであった。










無職転生　学園モノ編　エリス・グレイラットの場合




　やぁ、俺の名前はルーデウス・グレイラット。十七歳のナイスガイさ！

　今日から新学期。俺も二年生！　後輩の模範になるように行動しよう！

「うぅ～、遅刻遅刻！」

　と意気込んでたんだが、初日から寝坊して大ピンチ！

　このままじゃ模範どころか、反面教師になってしまう！

　というわけで、俺は朝ごはんの食パンを咥えながら、学校に向かってダッシュ中なのだ。

　まあ、このペースで行けばギリギリ間に合うだろう。

　そう思った次の瞬間。

「わぁっ！」

　曲がり角から飛び出してきた何者かにぶつかってしまった。

　パンが宙を舞い、ジャムをつけた面を下にして落ちた。これではもう食べられない。

　が、そんなことよりも、だ。

「いたた……」

　俺は尻をさすりつつ、ぶつかった人物を見上げた。

　そう、彼女は互いに凄まじい勢いで正面衝突したにもかかわらず、倒れることなく立っていた。

　制服は見慣れたものだったが、炎のような真っ赤な髪、少し長めのスカート、虎でも殺せそうな鋭い眼光で俺を睨みつけてきている。

　間違いない、不良だ！

　なんてことだ、ここまで順風満帆な学園生活を送ってきたのに、こんなところで不良にぶつかってしまうなんて。

「あ、あの、すみませんでした。俺、ちょっとこの時間帯は目が不自由でして、その、すみませんでした。お怪我はありませんか？」

　俺はひとまず謝ることにした。

　怖い存在に出会ったらひとまず謝る。自分が悪くなくても謝る。それが俺の処世術だ。

　プライドがないのかって？　ハッ、最初から謝るのと、ボコボコにされて泣きじゃくりながら土下座して謝らされるのと、どっちがよりプライドがへし折れるかを考えれば当然さ。

　なんせ、自分の意思で謝るんだからな。

「……ふん。まあいいわ」

　俺の謝罪に恐れをなしたのだろう。彼女は口をへの字に結んだまま鼻息を一つ。

　と、その視線が下の方へと移動した。ムッとした顔のまま、ある一点を見ている。

　なんだろう。俺の鍛えたこの肉体に興味が……？　鍛えたといっても服の上からわかるレベルじゃないんだが……。

　それとも何か？　社会の窓でも開いてるっていうのか？

「……おっと失礼」

　社会の窓が開いていた。クローズザウィンドウ。

　だが、うまい具合に間が外せた。ここですかさず脱兎だ。

「おや、もうこんな時間だ。急がないと電車が終わっちゃう……では失礼します」

「待ちなさい」

　呼び止められてビクリと止まる。

　サイフの中身は昼飯代の五百円しか入っていませんぜ？

「あなた、私と同じ学校よね」

「そのようですね」

　見慣れた制服はうちの学校のものだ。

　ということは、用件はきっとあれだろう。パシリの任命式だ。

「ちょっと迷ったから、案内しなさい」

　そういうわけでもなかった。




　結局、その日は遅刻しなかった。

　どうやら、遅刻だと思ったのは俺の勘違いだったらしい。寝ぼけて時計の針を見間違えたのだろう。親友のザノバには「さすが師匠、初日から気合が入っておりますな」なんて言われてしまった。

　何はともあれ危機は去った。

　始業式は無事に終了し、それぞれの割り当てられた教室へと入っていった。

　親友のザノバとも、幼なじみのシルフィともクラスが別れてしまったので少し寂しいが、まぁ、どうせ部活は一緒だ。

「皆さん、わたしが皆さんの担任になる、ロキシー・ミグルディアです」

　そんなことより、担任がロキシー先生だったのが嬉しい。

　俺はこの先生が大好きだ。中学時代の家庭教師で、俺がこの学校に入れたのも彼女のお陰だ。詳しい経緯はおいとくが。

「じゃあ、出席番号一番から自己紹介を始めてください」

　そんな彼女の言葉の元、自己紹介が始まった。

　といっても、俺は顔が広く、大体の名前は知っている。もちろん次の奴も見覚えがある。

「エリス・ボレアス・グレイラットよ。フィットア領から転校してきたわ」

「お前は！　今朝俺のパンツを見たヤンキー！」

　思わず立ち上がってしまった。

　クラス中の視線が集まり「パンツだって」とか「今時ヤンキーって古くない？」といった囁き声が聞こえる。

「……」

　周囲の視線を受けて、エリスの顔がみるみる内に険しくなっていく。

　彼女は険しい顔のままつかつかと俺の方にやってくると、

「フンッ！」

　と、鼻息を一つ、鳩尾にも一発。

「うぐぅ……」

　腹を押さえながら着席する。

「そんなわけだから、よろしく！」

　エリスもまた、一言そう言うと、席についた。




　これが、俺とエリスの邂逅だ。

　この時は思いもよらなかった。

　まさか俺と彼女が攻撃魔術部のダブルス部門でペアを組み、全国大会の切符を手にするとは──。










魔法大学百物語




　その日、俺たちは薄暗い部屋の中で顔を突き合わせていた。

　場所は男子寮の俺の部屋。メンバーは俺とザノバ、ジュリ、リニア、プルセナの五人だ。

　数本立てたロウソクの弱々しい炎が、俺たちの顔に影を作っている。

　そんな中、プルセナがロウソクの一本を手にした。

「私の名前はプルセナ・アドルディア。ドルディア族の次期族長候補の一人で、超絶美人の治癒魔術師なの。これから私が体験した恐怖の物語を語ろうと思うの」

　季節は夏。ということで俺たちはいわゆる『百物語』をやっている。

　もちろん、この世界にそんな風習はないので、俺が企画した。

　ジュリに怖い思いをしてもらい、怪談の楽しさを存分に味わってもらおう、というわけだ。

　特に誘ったわけではないが、リニアとプルセナも混ざってきた。

　怖がらせようと思っていたジュリは、最初こそ怖そうな表情でザノバの服の裾に掴まっていたが、今では平然としている。これまでの怪談があまり怖くなかったからだろう。

　ちなみに、俺は前世で聞いたことのある怪談を、ザノバは一つ目の巨人の話をした。

　リニアは雨期の大森林で、見慣れぬ魚を見つけたので捕まえて食べてみたらお腹を壊し、丸一日腹痛に苦しんだ後、里に伝わる薬を飲んだら、翌日に二メートルほどの寄生虫が尻から出てきた、と別ベクトルで怖い話をしてくれた。

　正直、俺はゾッとしたが、ジュリにはピンと来なかったらしく、腹痛よりも空腹の方がつらい、みたいなことを言っていた。

　で、プルセナはラストバッターだ。

　正直、あまり期待していない。不良のわりにホンワカしている彼女から、そう怖い話が出てくるとは思えない。

「──ある日は、私は街中にあるお肉屋さんに、注文してあったお肉を取りにいったの」

「ある日も何も、プルセナは食い意地が張ってるから、毎日のことだニャ」

「黙ってるの。とっておきなの。みんなおしっこをチビらないように早めにトイレに行っておくの」

　プルセナは頬をプクッと膨らませたが、リニアの補足のおかげでリアリティが出た。

「その日は、雨で売れ行きが悪かったのもあってか、ちょっとサービスしてもらったの。売れ残りだったけど」

　っと、話の流れが読めてきたぞ。

　これはきっとリニアと似た類の話だな。腐りかけの肉を食べてお腹を壊したって。

　まったく、こいつらときたら、食べることばっかりだな。

「大量のお肉をもらった私は、ホクホクしながら帰路についていたの。そこでふと、気づいたの。これだけあるんだから、ボスに少しぐらいおすそ分けしてもいいなって」

「プルセナにしてはいい判断ニャ」

「私の判断はいつも的確なの」

　話の流れが変わったな。俺が出てくるのか？

「それで、私はお肉を持ったまま、ボスの部屋……つまりここに移動したの」

　ははーん、この場所に何か因縁を付けるつもりか。確かに今いる場所が曰くつきとなれば、恐怖も倍増だろう。それで、最後にはジュリに向かって「ほら、今後ろに！」とかやるんだろう。

　これはちょっと期待できるかもしれない。

「この寮は基本的に女人禁制だから、外からよじ登って、窓に取り付いたの」

「……」

　リニアがハッとしたような顔で口をつぐんだ。

　もしかすると、彼女も知っているネタなのかもしれない。

「そして、大きな音を立てないように、窓をそっと開けて、中を覗き込んだの……そこに」

　プルセナはそこで、一度言葉を切った。

　そして、視線をそっと、俺の方へと移動させた。

「下着姿でパンツに向かって踊り狂う、ボスの姿があったの！」

　ああ、そういやこないだ、そんなことあったな。

　トレーニング後のお祈りをしてたら、窓からプルセナが入ってきたんだ。

「そしてボスは固まる私に向かって、言ったの！」

　プルセナはカッと目を見開き、尻尾をピンと立てながら、オドロオドロしい声で言った。




「みぃぃ～たぁ～なぁぁぁぁ」




　そんなオドロオドロしくはなかっただろ。「見たな～っ☆　もう、プルセナのえっち☆」って感じだっただろ。

「ヒィッ」

　リニアとジュリの方から声が上がった。

　プルセナは目をカッと見開いたまま、視線をゆっくり動かした。

　俺から、ご神体の収めてある神棚へと──

　そして息を呑み、硬直する面々を前に、唐突にバッと立ち上がり、神棚の扉を開け放ったのだ。

　そこに鎮座ましましているのは、ロキシーの御神体である。

「アアアアアァァァァァ！」

「キャアアアアァァァ！」

　プルセナのオドロオドロしい叫びを、ジュリの悲鳴が塗り替える。

　ジュリは顔から涙をボロボロとこぼし、今にもおしっこを漏らしそうな表情で、ザノバの胴体にガッチリと抱きついていた。なんでや。

「マジで怖かったニャ……」

　リニアは恐怖に歪んだ顔で部屋の隅まで逃げていた。なんでや。

「なんと、そのような場面に出くわしてしまうとは……」

　ザノバも青い顔で、ジュリを俺から守るようにその肩を抱いている。なんでや。

「……以上で、私の話は終わりなの。今思い出しても、ゾッとするの」

　プルセナは扉をパタンと閉じた。彼女の顔も真っ青だ。

「なぁ、プルセナ」

「……なにボス？」

　そして、俺の顔は真顔だ。

「お前、その話の後、俺に怒られるとは思わなかったのか？」

「あ」

　プルセナは一瞬体を硬直させた。次第に尻尾が丸まり、股の間へと挟まっていく。

　目的を達成しようとするあまり、他のことがおろそかになっていたのだろう。

「あわわ……ち、違うの、馬鹿にしたわけじゃないの……ご、ごめんなさいなの……」

　プルセナの恐怖体験は、これから始まる。










クリフ、娼館に行く




　それは、エリナリーゼとクリフが付き合い始めて、しばらくした時のことだった。

　俺は靴を買うため、町へとでかけていた。

　走り過ぎて靴底に穴が空いたのだが、購買には冒険者が使うような丈夫なものがなかったので、町まで出たというわけだ。

　露天商を見て回って小一時間、中古だが、丈夫な素材を使っていて縫製もしっかり、ついでに安いという品物を発見し、購入。いい買い物ができたとホクホクとしながら帰路についていた。

　そこで俺は見た。見てしまったのだ。

　とある建物から、クリフがツヤツヤしたいい笑顔で出てくるのを。

　その建物とは、お金を支払うと綺麗なお姉さまがイイことをしてくれる建物だ。

　……つまり娼館だ。

　そんなところから、クリフが出てきたのだ。ついこの間、エリナリーゼと付き合い始めたばかりだというのに……だ。

　あの清廉潔白で真面目なクリフが……？

　嘘だろ。エリナリーゼならまだしも、クリフの方がだなんて……。

　いや、落ち着け。クリフだって若い男だ。魔が差すことだってあるだろう。ちょっとした遊び。そう、浮気じゃないんだ。エリナリーゼだってこのぐらいなら許容範囲のはずだ。そうだ。うん。でもとりあえず、見なかったことにしよう。

「ん？」

　と、動揺していたところ、クリフに見つかった。

　彼は俺を見つけると、ややバツの悪そうな顔で近づいてきた。小走りだ。

　近づいてくるな。見ていないことにしていたかったんだから。

「やぁ」

「……誰にも、言いませんから」

　なんとか絞り出すようにそう言った。

　そう言うしかなかった。

「え？　ああ……いや、そうだな。流石に言いふらされるのは困るな」

「大丈夫です。俺も……今はこんなですけど男ですから、わかりますから」

　俺も、もしＥＤが治ったら、こういうところに行くかもしれない。治らなくても一度は行ったところだ。情けない結果に終わったが、悪くはなかった。もちろん特定の相手がいる状態なら行かないだろうとは思うが……いや、人間は弱いのだ。自分であっても信用できない。

「で、どうでした？」

　そして同時に好奇心も湧いてくる。聞いてしまうのは人の常だろう。

「どうって……そりゃ、良かったよ」

　クリフも頬を赤らめつつ、感想を言ってくれる。

　しかしそうか、良かったか。

「いつもより？」

「……まあ、そうだな。いつもより、少しな」

　なんと、ベテラン中のベテランであるエリナリーゼよりも良かったというのか。

　それはなんていうか、気になるな。冒険者をやっていた頃、エリナリーゼと致して最高だったという感想はよく聞いた。だが、それ以上と聞いたことはない。

　しかし、エリナリーゼとて娼婦ではない。やはりプロには一歩劣るのだろうか。

「あ、でもそれ、エリナリーゼさんの前ではおくびにも出しちゃいけませんよ」

「そりゃ、もちろんそうだ。こんなことを続けていたら、僕の体が持たない」

　ほほう、体が持たないと言うか。

　そうだな、今はここにいるが、帰ったらきっとエリナリーゼが待っている。

　すると、帰ってからもう一戦というわけだ。その時点ですでに体が持ちそうにない。実はクリフって、かなりの絶倫ではないのだろうか。

「なんにせよ、早く離れましょう。こんなところにいるとバレたら困るでしょう」

「……？　何が困るっていうんだ？」

「だってほら、ここに立ってると、俺たち二人が娼館に入ったみたいじゃないですか。そんなところをエリナリーゼさんに見られたら……」

「わたくしに見られたら、なんですの？」

「ぴゃぁ！」

　振り返ると、そこに奴がいた。

　豪奢な髪を持つ、スレンダーな美人エルフ。エリナリーゼだ。

「あわわ、ち、違うんです。これは決してやましいことしていたわけではなく、俺……そう、俺！　俺がクリフ先輩を悪い道に引きずり込もうとしたんです！　クリフ先輩は悪くない！　全て俺が悪いんです！」

　俺はわたわたと言い訳をしつつ、クリフの方を見る。

　もし、クリフが娼館になんて行ってたと知れたら、彼は終わりだ。

　エリナリーゼに振られるならいい。でも、きっとエリナリーゼはそんなことで相手を振ったりはしない。「わたくしが満足させてあげますわ！」とか言って、夜のサキュバスと化すに違いない。

　そうなれば、もうクリフの未来はミイラだ。毎日朝から晩まで絞られ続け、ガイコツのようになって死んでしまう。

「ルーデウス。君は何を言ってるんだ？　娼館から出てきたら、君とバッタリ会ったってだけだろう？」

　あーもう！　クリフ先輩ったら正直！

「ははぁ～ん」

　と、そこでエリナリーゼが何かを悟ったようにニヤけた。

「ルーデウス、もしかしてクリフが娼婦を買ったって勘違いしてるんじゃありません？」

　エリナリーゼの言葉に、クリフがムッとした顔をした。

「僕がそんなことをするわけがないだろう。僕の愛する人は、リーゼただ一人だ」

　なんだか流れがおかしいぞ、どういうことだこれは。

「わたくしとクリフで娼館の部屋を借りて、そういうプレイをしていただけですわ。わたくし、このお店にはツテがあるから、そういうこともできるんですのよ」

　……つまり、なにかい。こいつらは娼婦プレイをしていたってことか。

　そして、エリナリーゼは俺が目を離した隙に、クリフを追うように娼館から出てきただけってことか。

「それにしても、クリフったら。こんな往来で愛する人はわたくしだけだなんて」

「べ、別に。本当のことだからな」

「ああん、わたくしも愛していますわ。この体も心も、いつだってあなたのもの……」

「そ、それは嬉しいけど、も、もっと自分を大切にしろ。それと、公の場では……」

　ハートマークが俺の顔にペチペチとあたって心が痛い。

「あ、そゆことですか。じゃ、俺、もう、帰りますんで」

　俺は二人の邪魔をしないように、その場を後にした。

　クリフの浮気は、どうやら俺の勘違いだったらしい。

　はぁ……俺もＥＤが治って相手が見つかったら、その人を大切にしよう。

　そう思いつつ、帰路を急ぐのであった。










学園のボス




　それはある日のこと。

　学園一のワルの座を手にした俺は、今日も今日とて一般生徒に避けられる毎日を送っていた。

　一般生徒どころか、悪そうな生徒にすら視線を逸らされ道を譲られる毎日。

　とはいえ、俺は偉ぶることなく、謙虚に毎日を過ごしていきたいと、常々思っている。

　向こうがそうやって行動するのは勝手だが、俺は調子に乗らない、そうして生きていきたい。

「おっ、いたいた、おーい、ボスー」

　だが、空気を読まず、俺に調子に乗った態度を取らせようとする奴もいる。

　それがあいつ。俺を見つけて遠くの方から走ってきているリニアだ。

　彼女が喜び勇んで駆け寄ってくるなんて、ロクなことはなさそうだ。

「……今日はプルセナ先輩と一緒じゃないんですね」

　嫌な予感に従って無視したいところだが、それはそれで感じが悪い。

「あいつは肉屋に予約してあった肉を取りにいってるニャ」

「いつも予約で買ってるんですね……」

「冒険者に依頼する時もあるぐらいニャ」

　呆れ顔で言うリニア。しかし、そんな世間話をするために来たわけじゃあるまい。

「で、何の用ですか？」

「ちょっと来てほしいニャ。生意気な新入りが入ってきて、ボスに会わせろって聞かないニャ。威厳を見せて、誰がボスかってわからせてやってほしいニャ」

　ほうら来た。

「やめてくださいよ。僕に威厳なんてあるわけないでしょう。むしろ舐められますって」

「大丈夫大丈夫。ボスなら大丈夫」

　拒否したものの聞く耳を持たず。

　俺はリニアに引きずられるように、校舎裏へと連れ込まれてしまった。

　日当たりがよく、木陰もあるということで、リニアがよく昼寝している場所だ。

　そこには、十匹近い猫が暖かな日差しを浴びて、ゴロゴロしていた。猫の楽園である。

　猫たちはリニアが来るとスッと起き上がり、ウニャウニャと甘い声を上げながらリニアの足に体をこすりつけ始めた。さすがドルディア族、人気者だ。

「で、新入りってのは？」

　まさか、猫じゃないだろうな。

「あいつニャ」

　そのまさかだった。

　リニアの指差す先。最も日当たりがよくて暖かそうな場所に、一匹の猫が寝そべっていた。

　そいつは、俺とリニアを見ると、実にふてぶてしい態度でフンッと鼻息を鳴らし、「なんか用っすか？」という顔で睨んできた。

「おいコラ、ボスに向かってその態度は何ニャ？　ボスに逆らってこの界隈で生きていけると思ってんのかニャ？　ニャォン？」

　猫と会話するネコ娘の図。

　微笑ましいと言うべきか、痛々しいと言うべきか。

　ひとまず、その新入りとやらは、不機嫌そうな顔で立ち上がった。形ばかりだか挨拶ぐらいはしてくれるよう……。

「……っ！」

　そこで俺は見た。

　ふてぶてしい猫が腹の下に敷いていたもの。

　それは、俺も見覚えのある形をした、純白の、しかしズタボロになった……。

「あれ、ボスがいっつも大事にしてるヤツかニャ……」

「……」

　自分の髪の毛が逆立つのがわかった。

　いや、嘘だろ、あれが御神体のはずがない。

　今朝、確かに祈りを済ませたんだ。その時には、ちゃんと神棚にあった。

　てことは何か、この数時間の間に俺の部屋に入り込んで、わざわざ盗んできたってことか？

「この泥棒猫……」

　猫たちが蜘蛛の子を散らすように逃げ出した。

　件の猫も尻尾を立てて威嚇しつつ逃げようとするも、すぐにリニアにつかまった。

「残念ニャ……お前はやっちゃいけないことをやったニャ。でもボス、ここはあちしの顔に免じて許してやってほしいニャ、こいつはパンツを盗むのが趣味なんだニャ」

「生きたまま皮を剥いで玄関マットにする」

「怖っ！　あ、ちょっと、落ち着いてほしいニャ。いつもの優しいボスらしくもにゃい……」

「安心しろ。動物の皮の剥ぎ方は魔大陸で学んだ。手早く綺麗に剥げる」

　猫は完全に硬直していた。そのままおしっこの一つも漏らしそうな顔だ。

　だが許さない。御神体は俺の魂ともいえるものだ。つらい気持ちになった時、何度あれに救われたか……。

　それを、あんなズタボロに、あんな……ん？

「あれ？　御神体じゃない？」

　毎日見ているからわかるが、似ているようで細部が違うように見える。

「……」

　リニアが目を逸らした。

　その隙を見て、猫がリニアの手から逃れ、飛び降りた。そのまま脱兎の如く逃げていく。

「ま、まあ、これでこの学校で誰が一番怖いかは、わかっただろうからニャ、結果オーライニャ。ボス、おつかれさん」

　あ、こいつ、あの猫を教育するために似たパンツをボロボロに引き裂いてあの猫に与えたな。

　このやろう……。

「そうですか……リニア先輩。よかったですね」

「ほんとニャ、これでこの学校も平穏になるニャ」

「そうじゃなくて……もしあれが本物だったら、玄関マットはお前だったってことだよ」

　リニアは尻尾をまいて逃げ出した。




　その日から、俺は猫にも避けられるようになった。

　でも、朝起きると枕元にネズミの死骸が置いてあることもあったりするので、嫌われているわけではない……そう信じたい。










魔王のお悩み相談室




　ある日のこと、授業に行こうと廊下を歩いていると、フィッツ先輩が現れた。

「あ、ルーデウス君。やっと見つかった。探してたんだ」

　彼が俺を探すなど珍しい。心当たりはないが、何か悪いことでもしただろうか。

「ちょっと頼みがあるんだけど、今いいかな？」

「ええ、任せてください」

　即答した。日頃お世話になっているフィッツ先輩の頼みとあらば、断るわけにはいくまい。

「ありがとう。そう言ってくれると助かるよ、君にしか頼めないことだったんだ」

　俺にしか頼めない……？

　あ、なんか嫌な予感がしてきた。どうしよう、フィッツ先輩の頼みとあらばできる限りのことはしたいが、「魔王の次は龍神が攻めてきたから防衛してくれ」とか言われたら流石に断らざるを得ない。それ以前に、その場でおしっこチビって失神すると思うけど。

　大丈夫だよね？　無理難題を押し付けてきたりはしないよね？

「ほら、アレだよ」

　と、連れてこられた先は、中庭だった。

　そこの一角、というよりど真ん中。通路を塞ぐような感じで人だかりができていた。

　その中央には、見覚えのある黒鉄の巨人。

「魔王様！　俺、魔族だけどこっちの生まれで魔大陸って知らないんです、どんなところなんですか？」

「フハハハ！　魔物がうじゃうじゃとしていて危険だが愉快なところだ！　もし行くなら十分に強くなってからにするがよい！」

「魔王様！　勉強が難しいんです、どうすればいいですか!?」

「フハハハ！　我輩も勉強などできんがこの通り何千年もピンピンしておる！　なぁに、知識などほとんどはまやかし、大切なことなどほんの一握りよ！　ゆっくり学んでゆけばよい！」

「魔王様！　恋人が欲しいんですけど、どうすればいいですか!?」

「フハハハ！　片っ端から好きだと言って回れ！　そして振り向いてくれた者に死ぬほど尽くすがよい！」

　バーディガーディが魔族っぽい子たちに囲まれて、質問に答えていた。

　大人気だ。アイドルか何かか？　いや、バーディガーディも魔王様だからある意味アイドルみたいなもんだし、顔は怖いけど気さくなタイプだから、人気が出るのも当然か。

「アレが？」

「えっとね、中庭の真ん中に集まられると通行の邪魔になるし、魔族の人って、強面の人も多いでしょ？　女の子から怖いって苦情も出ていてね……なんとかしてくれないかな？」

「……なるほど」

　確かに魔族は見た感じ怖いのも多い。それが集まっているのだから威圧感もある。

　ついでに言えば、人は集まると気が大きくなる。バーディガーディは平和主義のくせに喧嘩が大好きだ。何か起きても止めることはすまい。問題が起きるのは時間の問題だ。

「状況は把握しました。任せてください」

「ほんと？　助かるよ。……もし争いになったら、ちゃんと援護するから」

「何、そんな大事にはなりませんよ」

　俺にいい考えがある。




　翌日。中庭の風景は一変していた。

　まず中央に陣取っていた人だかりは消失。その代わり、中庭の端には長蛇の列ができていた。

　列の一番後ろには「こちらが最後尾」と書かれた札を持った生徒が立ち、札は後から来る者へとどんどん手渡されている。

　列を整理しているのは、魔王への忠誠心を持つ生徒だ。魔王とそれを慕う民のためだと言うと、快く協力してくれた。

　列の先頭、そこには石で作られた簡素な椅子とテーブルが置かれ、片方の巨大な椅子には、黒い肌の巨大な魔王、バーディガーディが鎮座していた。

　そしてバーディガーディの頭上には『魔王のお悩み相談室』と書かれた札が掲げられている。

「あの、魔王様……ちょっと言い難いんですけど……」

「フハハハ！　我輩は地獄耳だ！　小声で言ってもよいぞ！」

「その……ごにょごにょ」

「フハハハ！　たっぷり栄養を取って、あとは神にでも祈るがよい！　なぁに、今はわからんかもしれんが、そのうち大きさなどより大切なことが見えてくるであろう！」

「ありがとうございます！」

「うむうむ！　では次の者！」

　そして、バーディガーディの前に一人、また一人と生徒が座っては、何かの助言をもらってはけていく。

　納得している者、そうでもない者、色々いるが、大体は満足そうにその場を後にしている。

「おっと、もう時間か。貴様ら、謁見の時間は終わりだ！」

　最後に、予鈴が鳴ると同時にバーディガーディは立ち上がった。

「今並んでいる者は整理券を受け取れ！　次回はその順番で列を形成する！」

　同時に、列を整理していた生徒が札を配り始める。これで相談できなかった生徒も、暴動を起こしたりはすまい。

「どうです？」

　俺はその光景を遠くから眺めつつ、フィッツ先輩に尋ねた。

「えっと……」

　魔王の人気から集まる人々。目的があって集まっているわけでもなく、通行の邪魔という以外、誰かにハッキリわかるレベルの迷惑をかけているわけでもない。となれば言っても聞かないだろう。

　なら逆転の発想。雑多に集まるのがダメなら、統制を取ればいいのだ。

「……なんかちょっと、思っていたのと違う」

「ダメでしたかね？」

「いや……いいと思うよ。まあ、問題も起きなそうだし」

　フィッツ先輩には微妙な顔をされた。




　ちなみにこのお悩み相談室は、魔王バーディガーディが学園から姿を消すまで続いたという。










ナナホシのグルメ




　私の名前は七星。七星静香。

　数年前にこの世界にやってきた、転移者トリッパーだ。

　この世界はおかしなことだらけだ、人々の倫理観はおかしいし、自重で潰れそうな大きさの生物が闊歩しているし、なぜか私は歳を取らない。

　異世界に行くのは楽しそう？　歳を取らないのが羨ましい？　冗談。自分がこの世界にとって異物なのだと認識させられるばかりだ。

　早く元の世界に戻りたい。毎日そう考えている。




　さて、歳を取らなくなっても、お腹は減る。ご飯を食べなければ餓死してしまう。

　だが、この世界のご飯はまずい。

　日本という飽食の国で生まれ育った私の常識では考えられないほどに、まずい。

　えぐみの強すぎる豆に、臭すぎる肉、苦すぎる野菜、そんなものを大した下処理もせずに焼いたり、鍋に放り込んだり……。美味しくなるわけがない。

　もちろん、食の改善を目指さなかったわけじゃない。元の世界の料理をベースに、レシピを料理人に伝え、作ってもらおうとしたこともある。

　だが、そもそも私は調理実習ぐらいでしか料理をしたことがない。バレンタインにチョコレートを作ったことすらないのだ。うまく伝えられるはずもなく、仕上がるのは出来損ないの料理ばかりだった。

「はぁ……」

　今日もまた、私はため息をつきながら、カレーもどきのスープを啜っていた。料理人には悪いが、今にも吐き出しそうだ。

　ハンバーガーが恋しい。あのジャンクで安っぽい味を、また食べたい。

　そう思いながら、できるだけスープを舌の上に乗せないように流し込んでいた。

「失礼」

　と、その時、私の前に一人の男が座った。ルーデウスだ。彼は私と同じ料理をトレイに載せ、唐突にテーブルについたのだ。

　それを皮切りに、ルーデウスの隣にザノバとジュリが、そして私の隣にクリフが座った。

「ちょっと、ここ、私が座ってたんだけど」

　思わずそう言うと、ルーデウスは周囲を見渡し、肩をすくめた。

「いいでしょう？　満席なんだから」

　言われてみると、確かに食堂は満席だ。このテーブルしか、席が空いていない。

　でも、彼らはいつもなら別の場所で食べていたはずだ。確か、外にテラスを作って……。

「これを見てくれ」

　文句を言おうとしたところで、クリフがテーブルの上に図面を広げ始めた。行儀が悪い。

「呪いの抑制のための魔法陣なんだが、ここを繋げることで積層を二つ減らせたんだ」

「ほう」

「どれどれ？」

　ルーデウスとザノバは、私のことなど無視するように図面を注視し、あれこれと意見を交わし始めた。

「……」

　男子三人に囲まれての食事、肩身が狭い。

　さっさと食べ終えて部屋に戻ろう。そう思いつつ、チラリと図面を見る。

　この数年、魔法陣の研究をしてきたせいか、どこに何が描いてあるのかはわかる。

　どうやら、外側から内側に魔力を注いで、内部にある魔道具を無効化する、そんな感じのもののようだ。

　そして、それを小さな形に押し込んだせいで、一部と一部の間に無理が出ているのだ。

「ただ、想定通りの結果が出なくてな、君らの意見を聞きたい」

「そうですな、難しいところですが、うまく繋がっているようにも見えますが」

「僕もまだ魔法陣に関しては初心者ですからね……何か見えない障害があるのかも」




「ここの魔法陣、バイパスに使ってるせいで、余剰魔力でオーバーフローするんじゃない？」




　ぽつりと言うと、視線が集まった。

　クリフは一瞬止まった。みるみるうちに顔が赤くなっていき、「そんなはずはない！　僕がそんな初歩的なミスをするものか！」と叫び、私の指差したあたりを注視した。

　だが、見ていくうちに、クリフの赤い顔は、青い顔へ、そして怒りに歪んだ眉は、真面目で真摯な顔に移行していった。

「確かに、オーバーフローするな……」

　クリフは悔しそうにそう言って、私の方を向いた。

「ふん、さすがサイレントだ。魔法陣については、君に一日の長があるようだな」

「……まあ、毎日見てるし」

　褒められてむず痒い気分になって、私は視線を逸らしつつ、スープを口に運んだ。

　クリフはまた図面に目を落とし、うなり始める。

「でもここがオーバーフローするということは、この構成は使えないな……代替案がない。今までの研究はパーか……」

「そんなことないわ。こことここ、二つをバイパスに使って、この余った部分に魔力を合流させる魔法陣を追記すれば」

「……おお！　なるほど！」

　その後、クリフはあれこれと図面の気になる部分について聞いてきた。

　私はスープを口に運びつつ、質問に答えた。流石に数年研究しているせいか、わかることは多かった。

「……あ」

　そして、ふと気づくと、スープ皿の中身が空になっていた。

　いつの間に、完食してしまったのだろうか。いつもなら、少し残すぐらいなのに、なんだか、いつもより……。

「……」

　ふと顔を上げると、ルーデウスがにこにこした顔で見ていた。

「誰かとしゃべりながら食べると、美味しいだろ？」

　私はその言葉に、そっぽを向いた。なんだか、考えを見透かされたような気分になったからだ。

　でも完食できたのは確かだった。

　こんなまずい食事でも、誰かと一緒に食べるのならマシかもしれない。

　そう思いつつ、私はその日の食事を終えたのだった。










新妻の料理番




　ボクの名前はシルフィエット。

　アスラ王国第二王女であるアリエル様の護衛で、最近ルーデウス・グレイラットと結婚した、ピッカピカの新妻。

「新妻。買ったばかりの家で旦那様の帰りを、料理を作って待つ……うふ……ふふ、ふへ、うへへ……」

　自分の現状を確認して、思わず笑みがこぼれてしまう。

　ボクが新妻。あのルディと。ずっと好きだったルディの、妻……！

　二人っきりの家で過ごして、助けたり、助けられたりしながら、愛しあって生活していく。

　小さな頃に思い描いた生活が、ここにある！

「さてと……」

　しかし、油断はできない。ボクもこの数年で、理想と現実は違うのだと思い知った。

　現実は物語や妄想のように綺麗ではない。夢に見たお姫様や騎士様だって、外見はともかく、中身はお世辞にも綺麗とはいえなかった。まあ、嫌いじゃないけど。

　結婚生活も、きっと理想通りではない。ちょっとしたことで崩壊しかねない。だから、要所要所をしっかり押さえておかなければならない。

　現実における幸せな結婚生活の要……それは、料理だ。

　かつてルディのお母さんであるゼニスさんも言っていた。

「結婚したいなら、相手の胃袋を掴まなくっちゃダメよ」

　ルディの胃袋を掴む！

　今日は結婚生活初日だ。ルディと初めて、何の用事もなく過ごす夜になる。

　ここで美味しい料理を作れるかどうかで、今後が決まってくると言っても過言ではない。

　だから休暇を下さったアリエル様に感謝しつつ、ボクは市場に寄って食料を買い込んできた。

「まずは下ごしらえだ」

　今回は、あえて準備に時間の掛かるものは省いてある。

　披露宴で手の込んだ料理の腕は見せられると思うし、これからの結婚生活、時間の掛かる品ばかりを作れるとは限らない。むしろそんな機会の方が少ないだろう。

　となれば、初日から張り切りすぎはよくない。やっぱり一日目は「毎日こんなご飯が食べられるんだ！」って思ってもらいたいからね。自分に制限をかけつつ、最低限度も見せていきたい。

　そんなことを思いながら、お肉に香辛料をすり込み、野菜を刻み、スープに下味を付けていく。

　ルディの味の好みについては、ゼニスさんとリーリャさんからよく聞いている。

　ルディの舌は結構繊細で、下味とか隠し味とか、そういうものを好むんだけど、味自体は濃くてしょっぱいのが好きだったりする。

　ゼニスさんもリーリャさんも、そういう味付けを見つけるのに、かなり苦労したって言っていたっけ。

　なんて考えつつ、下ごしらえを一通り終え、調理へと入っていく。

　真新しい調理場は、慣れていないせいもあって少し使いにくい。けど、ボクには魔術がある。

　火魔術に水魔術、風魔術。どれも料理に欠かせない存在だ。

　火加減に、水分の調整。学校では魔術は威力の調節が難しいから料理には向かないって教わるけど、ルディに教わった無詠唱魔術は調整が楽にできるから、料理にも合っている。

「よし、こんなもんかな」

　そうして料理を進めていくと、一通り夕食が出来上がった。パンにスープ、サラダにメインディッシュ。

　それをお皿に盛って、ダイニングのテーブルに運ぶ。

　二人で使うにはかなり大きくて、寂しくも感じそうなテーブルだけど、きっとこれから家族も増えるだろうしね。

「家族、かぁ……」

　ルディとの行為を思い出すと、なんだかそわそわしてしまう。

　荒々しくも優しくて、ちゃんと思いやってくれる、あの行為……。

「今日もしちゃうのかな～、しちゃうんだろうなぁ……」

　ルディが帰ってきて、ボクの作った料理を見て「わぁ、すごい、ごちそうだね！」って感激して、二人で向かい合って一緒に食べて、目が合って……。

　まてよ、隣で食べた方がいいかな？　うん。そうだ。隣の方がいい。そっちの方が近い。料理の配置を変えよう。

　それで、隣り合って一緒に食べて、ルディのほっぺにソースがついてるのを見つけて、ルディ、頬におべんと付いてるよって言って、指で……いや、チュッと口で取ってあげて。そしたらルディがボクのこと抱き寄せて……。

「うへへ……」

　もう、妄想じゃない、きっとそうなる。

　そしてボクはルディに優しく抱き上げられて、寝室へ……あれ？　それだと料理が残る。せめて全部食べてもらいたい。全部食べてから、寝室だ。いや、その前にお風呂かな。お風呂のルディはエッチだからなぁ……。

「……」

　窓の外は夕暮れだった。真っ赤な夕日が、城壁の外へと落ちていくのが見える。

「ルディ、遅いな」

　いつもなら、もう戻ってくる時間だ。

「まさか、何か事故にでも遭ったのかな……？」

　不安が頭をもたげる。帰ってくる途中で馬車に轢かれたとか、頭のおかしい冒険者に絡まれて大怪我をしたとか……。

　まさかとは思うけど、どこかでご飯を食べてきたりはしないよね？

「どうしよう、探しにいった方がいいかな？」

　そんなことを考えながら、ウロウロと家の中を歩きまわる。

「うん。よし、そうしよう。探しにいこう」

　そう思いたち、立ち上がる。自室に戻り、いつもの装備を身にまとって、玄関へ。

　気合をいれて扉を開ける。

「ただいま」

　するとそこに、ルディがいた。もちろん無事だ。怪我すらしていない。

「あれ？　出かけるの？」

「……」

　自分の頬が膨らんでいくのがわかった。

「ルディを探しにね……どこ行ってたの？」

「いや、ごめん、ちょっと帰りがけにザノバと長話しちゃってさ。すぐ帰りたかったんだけど、引き止められて」

　ザノバ殿下のところか……なら、しょうがないか。ルディ、ザノバ殿下とは仲いいし……。

「ごめん、怒ってる？」

「怒ってないよ。お腹すいた？」

「うん。ぺこぺこ」

　そんなやり取りに、ボクは「なんだか夫婦っぽいな」と思って、クスッと笑った。

　そして、二人でご飯を食べるべく、家の中へと戻っていったのであった。










ピロートーク




　それはシルフィの名前がただのシルフィエットから、シルフィエット・グレイラットとなって少し経った頃の話である。

「ねぇルディ、今日はどんな話を聞かせてくれるの？」

　シルフィの最近の楽しみは、ルーデウスと褥しとねを共にした後、彼から「お話」を聞くことだった。

　その習慣は、何度目かの行為後から発生したもので、シルフィが「ルディが旅をしていた時の話、聞かせてほしいな」とお願いしたところから始まった。

　シルフィにとって、それは大変興味深く、そしておもしろい話であった。しかし若干の勇気を必要とする行動でもあった。

　ルーデウスは魔法大学に通う前の話をあまりしたがらなかったし、ルークから「男が行為の後にそっけなくなっても、それは仕方ないことなんだ。愛していないわけじゃない」と教えられていたからだ。

　もちろんルーデウスは行為後にそっけなくなることはなかった。むしろ、行為の後にこそ、シルフィを優しく抱きしめてくれたりもした。だからこそシルフィもちょっと踏み込んで、ルーデウスに対して甘えてみた次第である。

　ルーデウスは、最初こそ少し困った顔をしたが、すぐに「まぁいっか」とつぶやいて、旅の話をし始めた。

　ルーデウスとエリスとルイジェルドの旅の話。

　それは、非常に濃密なものであった。

　シルフィは思った。なぜ自分がそこにいないのか、なぜそれほど濃密な時間を過ごしたエリスは、ルーデウスを捨ててしまったのか。

　嫉妬と憤りが混じり合う複雑な感情をうまく制御できたのは、聞いた場所がルーデウスの腕枕の上だったからに違いない。

「ええと……」

　そんなルーデウスの旅の話はある時終わりを迎えた。

　二年間という限りある日々の話だ。連日話をしていれば、いずれ終わる。

　道中のネタも尽きたということだろう。

　しかしシルフィは、また次の機会にも話をせがんでみた。

　ルーデウスがどういう反応をするのか楽しみだったとか、そういう理由ではなく、習慣と化していたから、単なるうっかりである。

　するとルーデウスは少し悩んだ末、旅とは別の、恐らく創作と思しき話をしてくれた。

　これがまたなかなかに面白かった。

　ゆえに、シルフィはその習慣を続けることにした。

　たまに支離滅裂な話もあるが、きっとルーデウスがこの時間のために、わざわざ考えてきてくれているのだと思うと、お話の出来の悪さより、愛おしさの方が勝った。

　本来、男性だったらそっけなくなる時間に、これだけ自分のことを思って頑張ってくれている。そんな些細なことで、嬉しくなってしまったのだ。

　嫌われたくないし、なるべくワガママは言わないようにと思っているシルフィであるが、その時だけは甘えていたのだ。

「じゃあ、今日はこんな話をしよう、昔々あるところに……」







★　ルーデウス視点　★




　俺は悩んでいた。

　連日のシルフィとの夜の生活についてである。

　いや、語弊があった。そこについて悩みはない。ここ最近は毎日が最高だと思って生きている。ＤＴからＥＤになる間の期間の次ぐらいの絶頂期であると言っても過言ではない。

　誰かに愛されているというのが、かくも心地よいものだと認識する毎日だ。

　ただ、行為の後のピロートークが、ね。

　そこで、なぜかシルフィが執拗に「お話を聞かせて」とせがんでくるのだ。

　確かに、ブエナ村を出てからや、転移事件後の旅の話をし始めたのは俺だ。だが、それらが終わってからも話をせがまれると、さすがにネタが尽きてくる。実際「旅の話じゃなくてもいいから、何か話して」と言われた時は、なんとも意味のわからない話をしてしまった。

　さすがにそれでは申し訳ないので、最近は図書館で、それらしい童話や英雄譚がないか、探すまでになった。

　とはいえ、それもネタ切れ気味であった。

「どうしたもんか……」

　ルーデウスとしては、むしろピロートークこそ全力で行いたいと思っている。

　聞きかじった話だが、一部の女性は行為の前後のやりとりを重視するという説もある。

　自分の性欲をぶつけるだけぶつけて、行為後の賢者タイムにぞんざいな態度を取って、シルフィからの愛を失うわけにはいかないのだ。

　もちろん、ピロートークに失敗したぐらいでシルフィから離婚を切り出されるなどとは思っていないが、何事も日々の積み重ねが肝心なのだ。

　ゆえに今日も俺は、何かいい話がないか、図書館で背表紙とにらめっこをしていた。

「ルーデウスか。どうしたんだ、難しい顔をして」

　そんな時に話しかけてきたのは、クリフであった。

「いえ、なんでもないです。ちょっと探している文献があっただけで……」

　夫婦の情事を他者に漏らすことはない。

　そう思い、適当な言葉でクリフをやり過ごそうとしたが、ふと気づいた。

　目の前の男は、毎晩のようにエリナリーゼに搾り取られている性豪だ。

　そして、きっとエリナリーゼのことだから、そんなクリフからの寵愛を得るために、事後のピロートークも完璧にこなしていることだろう。

「あ、いえ、クリフ先輩、実は折り入ってお聞きしたいことが……」

「なんだ？　僕にわかることか？」

「ええ、クリフ先輩が俺よりも経験豊富で先んじていると見込んでのことなのですが」

「そ、そうか？　君に改めてそう言われるとそわそわするな。どの分野のことだ？　治癒か、それとも結界か？」

「クリフ先輩って、エリナリーゼさんとの事後に、どんな会話してます？」

　クリフはひどい渋面を作った。

　そして無言のまま回れ右をして、その場を立ち去ろうとした。

　さすがに失礼だったか。そりゃそうか。夫婦の情事を他者に漏らすつもりはないと思っているのは、彼も一緒だろう。

　そう思ったところで、クリフは踏みとどまり、ぎぎぎと音がしそうな動作で振り返った。

「まぁ、君がわざわざそう聞くんだ。大事なことなんだろうな」

「俺としては大事なことです」

「詳しく説明してくれ」

「実は……」

　俺の話を、クリフはムッとした顔で聞いていた。

　だが、やがてその表情は不安げなものへと変化していった。

「というわけで、事後にどんな話をしているか知りたいわけです」

「リーゼは、行為中の行動や、自分がいかに僕が好きかを語ってくれるな……」

「クリフ先輩は？」

「僕は、僕は……」

　きっと、そっけない態度を取ってしまっているのだろう。

「いえ、みなまで言わなくても大丈夫です。きっとみんな、そうですから」

　でも本来、賢者タイムとは、そういうものなのだ。

　クリフの場合は単純に体力が残っていない場合も多いだろうし。

「それで、俺はシルフィを満足させるべく、面白い話を収集しているというわけです」

「なるほどな。しかし、そういうことなら、いいだろう」

　そう言ってクリフ先輩は、昔冒険者から聞いたという面白い冒険譚を三つほど教えてくれた。

　やはり持つべきものは友達だ。

　今日はこれを持ち帰り、うまいことアレンジしてアバンギャルドな夜の会話にアテンドしよう。

　そう思ったところで、クリフは「いや」と首を振った。

「この話だけじゃ足りないな」

「え、そうですか？」

「僕の話は、冒険者なら誰でも経験するありふれた出来事だ……そうだろう？」

「いや、うん、そうですかね？」

　クリフに教えてもらった三つの話は、どれも面白かった。

「君だって冒険者なら、今みたいな話を経験したことがあるはずだ」

「うーん……」

　でも確かに、そうか。

　三つの話を要約すると、全部が全部、『依頼内容が間違っていて、あわや全滅というところで奇跡的に助かった』という話だ。

　冒険者にとって、あまりにもありふれている出来事だ。日常茶飯事と言っても過言ではない。

　俺もしばらく冒険者をやっていたが、似たような話は聞いたことがあるし、俺自身も経験したことがある。特に受付嬢が抜けているギルド支部ではありがちだ。

　冒険者あるあると言っても過言ではない。

「ま、そうですね」

「だろう？」

　我が意を得たりといった具合のクリフ先輩。

「そこでだ。こんなありふれた話ではなく、本当の伝説を知りにいくのはどうだろうか」

「本当の伝説……？」

　なんだろう。今から未踏の迷宮に潜って、そこを踏破するまで帰れまテンをするとか？

　あるいはもっとこう、世界征服を企む魔王を倒して地下世界に赴き、そこで真の魔王を倒して過去作品の勇者たちの祖先になるとか……？

「危ないことはダメですよ」

「危なくはない。ちょっと魔王のところに行くだけだ」

　危ないじゃないか。

　地下世界に行くための魔王は毎ターンＨＰが回復するから、魔法使い二人じゃキツイぞ。

　いやまて、魔王？

「バーディガーディ様なら、何か面白い逸話を知っているに違いないからな」

「なるほど」

　確かにそうかもしれない。

　何万年と生きている魔王様なら、そうした面白い逸話も知っているだろう。

　特にバーディガーディなら、めちゃくちゃ面白い話を知っていそうだ。

「君も知りたくないか？　かの魔王バーディガーディが知る、伝説の逸話……」

「知りたいです」

　シルフィとか関係なく、純粋に好奇心から。

　いや、この世界の伝説って、基本的に架空の話じゃないから、結構面白いんだよ。

　夢みたいな話でも、常にノンフィクションの可能性があるところに惹かれるというか。

　だって、魔眼を与える魔界大帝やら、お城が空に飛んでいるような世界だぜ？

　いつかそんな伝説に自分も出会えるかも、と思うといい年して心が踊ってしまうものだ。

　男の子だもの。

　いやまぁ、実際に伝説を目の当たりにしたところで、ガッカリするのがオチだったりするんだけどな。路地裏で欠食児童みたいに腹をすかせてたりとか……。

　しかし、それと聞いて妄想するのは別腹ってやつだ。

「じゃあ、行こうじゃないか。今の時間なら酒場にいるはずだ」

「大体いつの時間でも酒場にいますけどね」

　そうして、俺たちはバーディガーディの行きつけの酒場へと向かったのだった。





　　　　★　★　★






　魔王様の時間間隔は俺たちとは大きく異なっている。

　酒を飲み始めれば、十日十晩は宴を続けたりもする。人々は魔王の宴会に参加するもよし、退出するもよし。ただただ歌って騒いで盛り上がればオーケーってな具合だ。

　それ以外の時は何をしてるのかはよくわからない。

　ただ、一応は魔法大学の預かりということだからか、神出鬼没に生徒たちの前に現れては、何かしらのアドバイスをしたりしているそうだ。

　魔王の叡智……なんて自分では言っていたが、内容はおばあちゃんの知恵袋程度だ。

「フハハハハ！　それでわざわざ我輩のところへと赴いたというわけか！　まぁ飲むがよい！」

　バーディガーディは俺たちを歓迎してくれた。

　駆けつけ一杯の酒を飲むと、笑いながら俺たちの話を聞いてくれる。

「ふむ、そういうことならば、我輩のとっておきの話をしてやろうではないか。あれは第二次人魔大戦が始まる前のこと、まだ我輩がこの世の理を何も知らぬ馬鹿の魔王であった頃のことであった。キシリカめが珍しい蜘蛛を取ってこいと……」

　バーディガーディは意気揚々と語り始めたが、途中で言葉を止めた。

「いやまて、しかし我輩の逸話より、もっと良い話があるぞ！」

「ほう」

「他人から聞いた話を語るより、自分で見聞きしてきたものを話した方が印象がよかろう！　ちょうどこのあたりからまっすぐ北に向かい、北海をさらに北へと航海したところにあるアカホルトの島にある、ルタの丘に向かうとよかろう」

　北海って……ちょうどって言うわりにはかなり遠いな。

「そこには月明かりのごとき優しげな光を放つ花が咲いておる。千年枯れぬ花で、島ではそれをもって愛の証明とする。それを取ってくればよかろう。道中は困難の連続であろうが、一つ一つ知恵を絞り解決していけば、まさに伝説と言える冒険となろうな！」

　まぁ確かに。

　ここから北海に出るまで数ヶ月はかかるし、港町はないし、海には魚人族だか人魚族だかがいて航海できないから、到着するまで一年は掛かるだろう。

　道中の旅に、船の用意に、航海をするためのツテや人脈作りもやらなきゃいけない。

　丘がどこにあるのかはわからないが、場合によっては相応のメンバーを集めたり、装備を整えたりと準備をしなければならないだろう。

　そうして目的のものを手に入れるまでの間には、当然ながらドラマがあるに違いない。

　まぁ、大冒険だな。

　確かに、それは語れば面白い物語になるはずだ。

「なるほど……」

　クリフ先輩も目を輝かせている。

　現実的な印象を受ける人だけど、案外冒険とか好きっぽいからな。

「ルーデウス、君はＡ級冒険者だったな」

「まぁ、一応そうですね」

「……行けると思うか？」

「うーん、無理ではないと思いますけど……本気で行くつもりなんですか？」

「リーゼに本当の愛を示すためだったら、僕は行くさ」

　さすがクリフパイセン、男らしい。

　しかしなんだろうな、ちょっと違和感があるというか。

　いや、俺だってシルフィへの愛を証明するために花を一輪取ってこいって言われたら取ってくるつもりだよ？　それぐらいできらぁ！

　でも、なんか、うん、そうじゃない気がする。うまく説明できないが。

「フハハハハ！　しかし、ここで一つ、知恵の魔王たる我輩の叡智を授けてやろう」

「お聞きしましょう」

「旅に出る前に、目的は何かをよーく考えるがよい！　フハハハハハ！」

　その言葉に、クリフ先輩はハッとした顔でバーディガーディの方を見た。

　賢いクリフ先輩のことだ、その一言で、俺が抱えていた違和感に気づいたのだろう。

　俺も気づいた。

「……ありがとうございました。陛下」

「うむ！　また何かあれば来るがよい！　次はうまい酒でも持ってな！　フハハハハハ！　ハーハハハハハハ！」

　そうして魔王の高笑いがこだまする酒場を、俺たちは後にするのだった。





　　　　★　★　★






「というようなことが、あったんだ」

　その日の晩、俺はシルフィを腕枕しつつ、今日のことを話していた。

「えっ……じゃあルディ、もしかして、その花を探しにいくつもりなの？」

「いやまさか」

　シルフィの不安そうな声に、俺は即座に答えた。

「どうして？」

「シルフィに愛を示したいなら、こうして面と向かって伝えた方がいいからね」

「……んふ」

　シルフィが俺の腕に額を押し付けてグリグリしてきた。

　恥ずかしがっているのだろう。実に可愛い。

「ただ、お話の方はネタ切れだから、今後は最近あったことを話す程度になるけど、いいかな？」

　そう言うと、シルフィは額を押し当てるのをやめて、上目遣いに俺を見てきた。

　その瞳に、ちょっとした思考が読み取れたが、何を考えているかまではわからない。

「ふ、ふーん。ルディは、ボクのこと、そんな愛してないんだ～？　お花、欲しかったなぁ？」

「今すぐ花を取りにいってきます」

「わ、まってまって、冗談だよ！　もう、ルディは駆け引きが上手だなぁ……」

　別に駆け引きでもなんでもなく、本気で行くつもりだったが、シルフィは慌てて止めてくれた。

「でも、ちょっと残念かな。ルディのお話、好きだったから」

「じゃあ、暇を見つけてまた仕入れておくよ」

「本当？　嬉しいな」

　そうして夜は更けていく。

　結局のところ、旅の話をすることは手段であって、目的ではない。

　俺の目的はシルフィを喜ばせることだ。

　なら、何ヶ月も留守にした挙げ句、珍しい物品をプレゼントするより、日頃から他愛ない世間話をしていた方が何倍もいい。

　魔王の叡智も捨てたもんじゃないなと思いつつ、今日も夜は更けていくのだった。
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キャラクター紹介
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著者理不尽な孫の手先生　インタビュー




──小説（もしくは本作）をご執筆しようと思われたきっかけはなんでしょうか？

　無職転生を書こうと思ったのは、『小説家になろう』の作品をいくつか読んで「これなら自分が投稿してもバカにされないだろうな」と思ったからです。




──初めて書籍化が決まった時はどんなお気持ちでしたか？

　嬉しかったのは当然として、当時は書籍化ブームということもあって、ある程度ランキングが上の方にいけば書籍化するという流れだったので、「順当だな」という感じでもありました。




──今まで自分が小説を執筆する上で影響を受けた作品（小説、漫画、アニメ、ゲーム、劇など）はございますか？

　今まで見聞きしてきたもの全てから影響を受けていると思いますが、執筆する上でとなると、秋山瑞人先生の『猫の地球儀』や『Ｅ．Ｇ．コンバット』などは文体などめちゃくちゃ参考にしています。




──作品を創る上で心がけていること、大事にしていることは何ですか？

　読みやすさと理解しやすさです。

　作家は全員、自分の思いついたものは面白いと思っていますが、それを伝えられるかどうかは技術次第だと思うので、とにかく伝わるように書こうと思っています。




──小説を執筆中に悩んだり、迷ったりしたことはありますか？

　常に迷いながら書いています。

　特に『無職転生』は各章の着地点に正解がないものが多いんです。ルーデウスがとにかく悩んだり考えたり迷ったりして、その結果、正しいかどうかはわからないけど何らかの結論を得る話なので、作者自身でも迷いながら書いています。




──振り返って、デビュー前は何をされていましたか？　デビュー前と後で変わったことはありますか？

　デビュー前はニートだったので、デビュー後は仕事の心配をしなくてよくなりました。




──執筆はどんなふうにされておりますか？（場所や道具などの執筆環境）　またネタを思いつくのはどんな時ですか？

　自宅でパソコンを使って書いています。

　また、どのパソコンでも手軽に書けるように、メモ帳で執筆しています。

　メモ帳は機能が少ない分、書き始めるまでのハードルが低く、文章だけに注力できるのでオススメです。




──執筆中の息抜き方法や最近のマイブームなどがあればお聞かせください。

　最近は息抜きするほど書いてないのですが、基本的には執筆していない時はゲームをしています。




──好きな食べ物、ソウルフード、執筆のおともに欠かせないものはございますか？

　好きな食べ物はシュークリーム、ソウルフードは近所のラーメン屋のチャーシューメン。

　執筆のおともはいませんが、ストレスがたまるとティッシュペーパーを噛み始めます。




──主人公をはじめとしたキャラクターたちのモデルになったものや人物、キャラたちと自分が重なる部分はありますか？　魅力的な人物たちはどのようにして生まれたのでしょうか。

　基本的に他作品のキャラや他人を見て「あのキャラいいなー」と思ったキャラクターを、自分なりにアレンジして出していることが多いです。

　ただ、考え方や行動原理などは、私自身が理解できないと書けないので、どのキャラも私と重なる部分があるのかなと思います。




──先生のなかで一番お気に入りのキャラクターはおりますか？　もし描きやすいキャラ、描きにくいキャラもございましたらお聞かせください。

　一番は特にいません。

　書きやすいという意味で言えば、キシリカ・キシリスやアトーフェラトーフェは書きやすいですね。他のキャラだと「このキャラはアレはやらない、コレは言わない。こいつがこのセリフを言うのはこういう背景があって～」と様々な制限がつきますが、彼女らはキャラに沿っていれば好き勝手させてオッケーなので。




──これまでのお話を振り返ったなかで一番印象深いエピソード、お気に入りのエピソードはございますか？

　やはり最初に来るのはロキシーの卒業試験、次いでパウロとの再会、それ以外だと転移迷宮編や、記憶の神子とゼニスの話あたりなどが印象に残っていますね。




──ファンの皆様へメッセージをお願いします。

　応援ありがとうございます！　がんばります！





本電子書籍は左記の店舗購入者特典初出の作品を電子書籍化しました。







「隙間から見る子供たちの未来」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第１巻　メロンブックス特典




「灰色鼠小僧」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第１巻　一般書店特典




「裏切り者の名を受けない」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第１巻　ゲーマーズ特典




「人生のオアシス」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第１巻　とらのあな特典




「エリスのイタズラ」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第２巻　ゲーマーズ特典




「腹筋の力」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第２巻　とらのあな特典




「職人」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第２巻　メロンブックス特典




「スニーキング・ミッション」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第３巻　ゲーマーズ特典




「ビキニアーマー」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第３巻　とらのあな特典




「ルーデウス３分クッキング」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第３巻　メロンブックス特典




「左右という字」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第３巻　一般書店特典




「乙女と一角獣」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第４巻　ゲーマーズ特典




「小人の行商」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第４巻　とらのあな特典




「説教」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第４巻　メロンブックス特典




「たたき売り」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第５巻　ゲーマーズ典




「ロキシーの理想」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第５巻　ゲーマーズコミックス連動特典




「王子様とお姫様」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第５巻　とらのあな特典




「ギース・ウォーズ」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第５巻　メロンブックス特典




「人形発見伝」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第６巻　とらのあな特典




「エリスの３分クッキング」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第６巻　メロンブックス特典




「ハリウッド版無職転生　『元軍人のルーデウス』」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第７巻　アニメイト特典




「ハリウッド版無職転生　『聖級農業アドバイザー』」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第７巻　ゲーマーズ特典




「ハリウッド版無職転生　『カンザスシティのエルフ』」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第７巻　とらのあな特典




「ハリウッド版無職転生　『ジャマイカの英雄』」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第７巻　メロンブックス特典




「無職転生　学園モノ編　シルフィエットの場合」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第８巻　アニメイト典




「無職転生　学園モノ編　ロキシーの場合」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第８巻　メロンブックス特典




「無職転生　学園モノ編　エリス・グレイラットの場合」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第８巻　とらのあな典




「魔法大学百物語」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第９巻　アニメイト特典




「クリフ、娼館に行く」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第９巻　ゲーマーズ特典




「学園のボス」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第９巻　とらのあな特典




「魔王のお悩み相談室」

『無職転生　～異世界行ったら本気だす～』第９巻　メロンブックス特典




「ナナホシのグルメ」
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